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” t , 

音
節
語
の
名
詞
の
運
命

池

田

手。

夫

序

--= 20 四

牟
テ

一
音
節
語
の
名
詞
と
は
、
例
を
以
て
先
ず
示
す
な
ら
ば
、
木
と
か
手
と
か
い
う
類
の
、

ク
ヤ
チ
ヤ

っ
た
音
韻
で
あ
る
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
蛇
と
か
茶
も
一
音
節
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
、
仮
名
の
一
つ
の
文
字
で
表
示
し
う
る
名
詞
と
も
限
ら
な

ヨ
チ
テ
キ
ヨ

い
。
そ
う
考
え
て
み
る
と
、
私
ど
も
の
日
常
茶
飯
の
会
話
に
も
、
「
夜
ガ
ア
ケ
タ
」
「
血
ガ
出
タ
」
「
手
ヲ
洗
エ
」
「
居
ヲ
構
エ
ル
」
な
ど

ι
へ
と
の
名
詞
が
頒
り

に
出
て
く
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
数
は
、
無
制
限
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
一
体
、
日
本
語
に
音
韻
上
区
別
し
う
る
音
節
が
ど
れ
程
存
在
す
る

一
音
節
か
ら
な
る
名
調
で
あ
る
。
又
、
勘
音
が
果
し
て
日
本
語
に
あ

か
は
、
正
確
に
は
、
現
代
と
上
代
と
い
う
よ
う
に
、
時
代
に
よ
っ
て
も
異
る
し
、
地
域
的
に
み
て
も
、
各
地
方
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に

若
干
の
異
同
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
劫
音
を
含
め
て
も
、
そ
の
数
は
知
れ
て
い
る
。
又
、
同
音
異
義
の
語
も
、
そ
れ
が
特
に
一
音
節
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
う
多

く
生
じ
て
は
他
と
区
別
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
自
然
、
乙
の
面
で
の
制
限
を
受
け
る
の
も
止
む
を
え
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
、
必
ず
し
も
、
す
べ
て
の
点
に
つ

い
て
、
多
音
節
語
と
本
質
的
な
相
異
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
確
か
に
、
一
音
節
語
は
組
み
合
せ
が
な
い
点
で
他
と
異
る
が
、
組
み
合
せ
に
よ
っ
て
、
超
加
速

度
的
に
増
大
す
る
多
音
節
語
の
可
能
的
語
棄
量
と
い
う
も
の
も
、
単
に
数
量
だ
け
な
ら
ば
、
や
は
り
相
対
的
な
問
題
に
過
ぎ
な
い
。
更
に
、
両
者
の
閣
に
は
、



出
入
り
と
い
う
か
、
密
接
な
関
係
も
あ
っ
て
、
一
音
節
語
と
い
う
特
殊
な
面
を
追
求
す
る
事
が
、
同
時
に
日
本
語
一
般
の
問
題
に
も
か
ら
ん
で
く
る
の
で
、
乙

の
一
群
の
名
詞
に
お
け
る
言
語
現
象
の
諸
相
を
検
討
す
る
事
に
よ
っ
て
、
普
遍
的
な
問
題
を
抽
き
出
す
の
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
結
論
と
し
て
至
る
至
ら
ぬ
は
別

と
し
て
、
考
え
を
進
め
る
事
に
し
よ
う
。

註
－

我
が
国
最
古
の
分
類
体
漢
和
辞
書
で
あ
る
倭
名
類
東
紗
の
和
訓
か
ら
、
単
独
に
表
示
さ
れ
た
一
音
節
語
の
名
詞
を
抽
出
し
て
み
る
と
、（
狩
谷
被
斉
の
築
注

倭
名
抄
を
も
含
め
て
、
筆
注
本
の
み
に
あ
る
語
に
は
＊
印
を
付
し
た
。
）

＊
ア
イ
ウ
エ
エ
エ
牢
エ
カ
カ
キ
キ
テ
コ
コ
ヨ

畔
謄
鵜
鵬
江
柄
荏
榎
鹿
蚊
締
葱
笥
寵
粉
海
鼠

チ
チ
チ
ツ
ト
ト
ナ
ニ
ヌ
ネ

乳
血
茅
津
戸
斗
菜
丹
砂
泊
根
野
幅
箆
歯
磐
羽

ホ
マ
主
主
主
主
メ
モ
モ
ヤ
ヤ
ヤ
ユ
ユ
ラ

穂
・
魔
鬼
躯
箕
端
緒
妻
裳
藻
屋
舎
幅
箭
温
泉
柚
羅

A

ハ
ヨ
V
v

（
両
節
聞
は
筆
注
本
に
な
し
）

註
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エ
カ
タ
チ
コ

の
以
上
八
十
語
に
の
ぼ
る
。
そ
し
て
こ
の
半
数
近
く
は
、
柄
蚊
田
血
の
よ
う
に
、
現
代
に
も
全
く
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
る
か
、
文
、
粉
↑
↓

コ
ナ
註

3

粉
の
よ
う
に
、
変
化
さ
れ
た
表
現
と
並
行
し
て
使
用
し
う
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
し
、
他
方
、
残
り
の
過
半
も
、
元
来
が
稀
用
の
語
で
あ
っ
た
り
、
現
代
の
日

常
生
活
か
ら
遠
い
理
由
で
用
語
か
ら
隔
っ
て
い
る
数
種
の
語
を
除
け
ば
、
殆
ん
ど
が
、
そ
の
固
有
の
音
節
を
留
め
た
形
で
変
化
し
、
残
存
し
て
い
る
。

問
題
を
展
開
し
て
い
く
上
の
障
害
に
な
ら
な
い
範
囲
で
、
想
像
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
変
化
と
い
う
も
の
は
、
一
音
節
語
の
名
詞
が
辿
っ
て
き
た
道
に

痩ロ葉ハ囲ゴ
痩碁

ヴトk" ヒ

鱒ロ十羊

目』蹄シ
輪ワ窮巳菜

井ヰ梓ヒ齢、射

ス
ス
旦
セ
セ
セ
ソ
タ

洲
酢
巣
瀬
清
楚
蹄
子
猷
田

ヒ
＊
ヘ
ヘ
へ

械
康
氷
柴
槽
戸
邑
之
処
触
綜
帆

踊
騎
蘭
猪
餌
麻
紙
尾
両
節
間

ヮ
“

つ
い
て
、
ほ
Y

二
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
即
ち
、
音
価
の
上
で
の
変
化
を
別
に
す
れ
ば
、
千
年
後
の
今
日
に
至
る
ま
で
、
全
〈
形
を
変
え
な
い
で
残
っ

て
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
強
靭
な
語
棄
の
生
命
力
を
示
し
て
い
る
反
面
、
と
か
く
変
化
し
よ
う
と
す
る
、
そ
れ
も
、
固
有
の
音
節
を
残
し
た
ま
〉
で
多
音
節
化

し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
と
の
一
音
節
語
の
名
詞
に
は
、
矛
盾
し
た
両
面
の
性
格
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

キ

一
例
を
と
れ
ば
「
葱
」
が
あ
る
。
倭
名
抄
で
は
、

本
草
云
葱
茎

葱

唐
韻
云
葱

時
一
輩
菜
也

冷
葉
熱
僻
名



註
4

、

と
あ
り
、
明
ら
か
に
今
日
の
〈
、
不
ギ
〉
で
あ
る
が
、
元
来
の
〈
キ
〉
に
、
根
を
意
味
す
る
〈
ネ
〉
が
添
加
さ
れ
て
、
多
音
節
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
乙
れ
は

単
な
る
想
像
で
は
な
い
。
「
葱
」
に
は
、
古
く
か
ら
〈
ヒ
ト
モ
ジ
〉
と
い
う
女
房
詞
が
あ
り
、
そ
れ
が
一
つ
の
文
字
で
表
示
さ
れ
る
も
の
、
つ
ま
り
一
音
節
語

註
5

で
あ
る
事
を
自
ら
語
っ
て
い
る
が
、
他
方
、
〈
シ
ロ
、
不
〉
な
る
女
房
詞
も
有
力
で
あ
っ
て
、
現
在
、
大
分
県
な
ど
の
方
言
で
〈
、
不
ジ
ロ
〉
と
呼
ば
れ
て
い
る
の

註
6

も
、
共
に
そ
の
白
い
根
を
食
す
る
の
に
由
来
し
て
い
る
。
無
論
、
直
接
に
、

〈
、
不
〉
が
根
で
あ
る
の
を
証
す
る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。

〈
シ
ロ
、
不
〉
の
〈
キ
〉
と
言
う
こ
と
か
ら
〈
ネ
ギ
〉
に
な
っ
た
と
は
直
ち
に
断
じ

〈
ヒ
ト
モ
ジ
〉
と
言
い
〈
シ
ロ
、
不
〉
と
呼
ぶ
の
も
、
所
詮
は
そ
の
一
音
節
語
の
〈
キ
〉

を
避
け
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
、
こ
れ
ら
が
女
房
詞
、
い
わ
ば
婦
人
語
に
属
す
る
の
は
、
一
音
節
語
の
持
つ
音
感
が
、
優
美
さ
に
欠
け
る
と
か
、
発
音
し

え
な
い
が
、

に
く
い
と
か
の
点
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
発
音
が
し
に
く
い
と
い
う
事
か
ら
、
婦
人
語
に
や
や
共
通
し
た
点
の
あ
る
小
児
語
に
お
い
て
、
と
れ
が
ど

の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た
か
な
ど
も
、
後
節
の
問
題
と
し
て
、
考
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

多
音
節
化
の
傾
向
は
、
既
に
倭
名
抄
内
部
に
於
て
も
見
ら
れ
る
。

久
路
、
一
云
阿

「
畔
」
は
築
注
倭
名
抄
で
は
和
名
が

で
あ
る
が
、
古
典
全
集
本
で
は

畔
陸
詞
日
畔
音
半
田
界
也
哨
議
出
向

と
、
今
日
の
〈
ア
ゼ
〉
に
な
っ
て
い
る
。
又

羽
糊
字
唐
韻
云
羽
借
喝
ー

と
あ
る
同
じ
丁
に

。
血

ワ
臼

と
あ欄
り稿者
八爾

雅
集
注
コ＝：
羽
本
日
欄
亦下
作草
草月反
和字

一
云
羽
根
也

〈
ハ
〉
と
〈
ハ
、
不
〉
を
一
応
区
別
し
て
い
る
が
、
今
日
「
羽
根
」
と
言
え
ば
、「
羽
」
と
全
く
異
る
所
が
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
言
語
の
変
遷
に
は
、
も
と
よ
り
そ
れ
自
身
の
特
質
、
傾
向
と
か
、
音
韻
上
の
問
題
に
よ
る
所
も
多
い
が
、
大
き
な
広
が
り
を
持
つ
文
化
史
の
面

か
ら
も
左
右
さ
れ
、
そ
の
様
相
は
複
雑
を
極
め
る
の
で
、
以
上
の
如
く
、
倭
名
抄
掲
載
の
言
語
と
、
現
代
の
日
常
語
と
を
、
ポ
ツ
リ
と
点
線
的
に
比
較
し
て
み



る
事
が
、
た
と
え
同
じ
操
作
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
と
し
て
も
、
ど
れ
程
の
結
果
が
得
ら
れ
る
か
疑
問
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上
、
辞
書
に
は
、
生
き
た
言
語
と
死

ん
だ
言
語
と
を
同
一
平
面
上
で
取
り
扱
う
本
来
的
な
保
守
性
を
持
つ
の
で
、
こ
の
観
察
と
同
時
に
、
実
際
の
時
代
時
代
の
言
語
現
象
を
反
映
し
た
、
他
の
文
献

を
も
徴
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

註
－

註
2

註
3

註
4

註
5

註
6

例
え
ば
「
兄
国
和
名
江
久
爾
」
の
兄
の
如
き
は
と
ら
な
い
意
で
あ
る
。

と
の
他
、
地
名
と
し
て
勢
多
津
比
穂
乎
が
あ
る
。

例
え
ば
「
粉
」
は
八
コ
ナ
V
と
も
言
う
が
〈
コ
V
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

〈
ナ
ガ
ネ
ギ
V
と
い
う
言
い
方
は
、
近
代
に
な
っ
て
〈
タ
マ
、
不
ギVが
舶
来
し
て
か
ら
生
じ
た
呼
び
名
に
過
ぎ
な
い
。

同
じ
女
房
詞
の
〈
フ
タ
モ
ジ
〉
と
い
う
の
は
〈
ニ
ラ
V
を
意
味
し
、
そ
れ
が
二
音
節
語
で
あ
る
事
を
表
示
し
て
い
る
。

現
在
、
関
東
人
は
ネ
ギ
の
白
い
部
分
を
好
ん
で
食
べ
、
関
西
人
は
奇
い
部
分
を
賞
用
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
古
来
、
そ
の
い
ず
れ
に
し
ろ
、
感
覚
的
に
そ
の
白
い
根
に
衆

目
が
集
っ
た
で
あ
ろ
う
事
は
、
想
像
に
か
た
く
な
い
。
な
お
、
白
い
部
分
は
、
植
物
学
的
に
は
当
然
根
で
な
く
て
茎
で
あ
ろ
う
が
、
土
の
中
に
あ
る
点
で
、
根
と
し
て
と

ら
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

-23-

語
集
の
研
究
に
お
い
て
、
そ
の
使
用
頻
度
と
変
化
と
の
関
係
の
研
究
は
興
味
が
あ
る
。
一
般
に
、
使
用
頻
度
の
高
い
語
葉
程
そ
の
生
命
は
長
い
と
解
さ
れ
て

い
る
が
、
一
音
節
語
の
名
詞
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
か
ど
う
か
、
所
謂
文
学
作
品
の
時
代
系
列
の
中
か
ら
、
近
年
、
特
に
多
く
出
版
さ
れ
た
用
語
総
索
引
の

註
－

類
を
利
用
し
て
、
、
そ
の
現
象
を
観
察
し
て
み
よ
う
。
次
に
、
少
し
煩
わ
し
い
が
、
各
作
品
別
の
用
例
と
使
用
数
を
五
十
音
順
に
配
列
し
て
あ
げ
る
が
、
た

だ
、
遺
憾
な
事
に
は
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
索
引
の
み
を
利
用
す
る
の
で
、
各
時
代
の
作
品
を
自
ら
選
ぶ
訳
に
い
か
ず
、
特
に
鎌
倉
時
代
以
降
が
全
く
の
手
薄

で
、
擬
古
文
で
あ
る
徒
然
草
一
つ
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
が
、
今
は
致
し
方
な
い
。
作
品
は

上
代
H

古
事
記
（
訓
点
語
を
含
む
）
日
本
書
紀
（
字
音
仮
名
表
記
分
の
み
〉
万
葉
集

中
古
H

竹
取
物
語
、
古
今
集
、
源
氏
物
語
、
紫
式
部
日
記更
級
日
記

中
世
H

徒
然
草



の
以
上
九
作
品
で
あ
る
。

O古事記
（実）み乙 3 あ （畔） 3 

め乙 （目） 4 つ （鵜） 3 

め甲（女・妻） 12 え乙 （好） 1 

め 〈海布） 1 お3 （鹿） 1 

め （芽） 1 き乙 （木） 11 

も （裳） 2 き乙 （城） 1 

も 〈喪） 1 と甲 （子） 39 

や 〈矢〉 23 と乙 （木） 1 

や （屋） 4 乙 （海鼠） 3 

や （箭） 1 乙 （卵） 2 

ゆ （湯） 1 せ （瀬） 3 

よ甲 （夜） 9 せ（兄・夫） 4 

よ乙 （世） 1 せ （背） 1 

ゐ （猪） 5 Tこ （田） 3 

ゐ （井） 3 ち （血〉 7 

ゑ （餌） 2 て （手） 8 

を （緒） 8 と甲 （戸〉 8 

を （峡） 1 と甲 （外〉 5 

を （男・夫） 7 な （名） 95 

を （尾） 4 な （魚） 6 

を （麻） 2 な （蒋） 1 

lと （土） 1 

IC （丹） 1 

ぬ甲 （野） 9 

ね （根） 5 

ね （音） 3 

は （刃〉 1 

は （羽） 3 

は （葉） 6 

ひ （稜） 1 

，ひ乙 （地肥名) 1 

ひ甲 （桧） 1 

ひ乙 （火〉 16 

ひ甲 （目〉 15 

ひ （横） 1 

"" （上〉 18 

へ甲 （（地辺穂名) ) 6 

ほ 1 

み乙 （身〉 21 

d
品E

ワ
ん
国

O日本書紀
き乙 〈城） 2 

き乙 （木） 4 

け乙 〈木） 1 

と甲 （子〉 19 

し （磯） 1 

し （羊蹄） 1 

せ （夫） 1 

せ （兄〉 3 

ち （父） 1 

て （手〉 6 

と （間） 1 

な （菜） 1 

な （魚） 1 

な （名） 1 

な （中） 1 

ぬ （噴玉） 1 

ね （根） 1 

の甲 （野） 2 

ひ甲 （日〉 1 

ひ甲 （桧） 1 

ふ （乾） 1 

へ甲 （辺〉 2 

へ甲 （家） 1 

へ乙 （盆〉 1 

へ乙 （上） 2 

ほ （秀） 1 

み甲 （海〉 2 

み （実） 2 

め甲 （女） 1 

め乙 （品） 2 

も （藻） 1 

も （萎〉 1 

え （枝〉 2 

よ （夜） 1 

よ 〈世〉 2 

ゐ （猪〉 1 

を （命） 1 

を （緒） 1 



O古今集

し司 （寝） 1 

き （木） 6 

け （毛） 3 

乙 （子） 17 

乙 （寵〉 2 

す （巣〉 6 

ち （血〉 2 

て （手） 9 

と （外〉 3 

と （戸〉 1 

な （名） 6 

ね 〈根） 2 

ね （子） 1 

は （葉） 1 

ひ （火〉 5 

ひ （日） 6 

め （妻） 2 

め （目） 4 

も （裳〉 l 

や （屋〉 9 

よ’ 〈節） 1 

よ .（夜） 4 

よ （世〉 15 

ゑ （絵） 1 

を （尾） 3 

r園、

r「

）
内
ハ
、
仮
名
序
・
左
注
調
書
ノ
モ
ノ
u

O竹取物語
ね （嶺） 3 あ （足） 2 
ね （根） 5 い （寝） 10 

ね （音） 28 つ （鵜） 5 
ね （突） 26 え （枝） 3 
の （野） 2 七、 （香） 3 
は （羽〉 2 カ＝ （（（地鹿紀名）) > 4 

は （葉〉 9 き 3 
ひ （日） 161 き （木） 14 

ひ （火） 13 き （城） 1 

ひ （氷〉 2 き （酒） 2 

ひ （桧） 1 け 〈笥〉 2 

ふ （節） 1 け （気） 1 

"" （家） 6 け （経） 9 

（舶） け （来喜） 1 
"" 8 i 

ず＼ （辺） 88 乙 （児） 89 

ほ （穂） 17 と （蚕） 3 

ほ （帆） 1 と （寵） 2 

ま （馬〉 す （酢〉 1 

ま （間） す （渚） 3 

み （実） す （巣） 2 

み （身） 53 せ 〈地名〉 2 

み （見） 11 せ （瀬） 63 

め （女） 3 せ（夫・兄・弟〉 33 

め （目） 50 ？こ （田） 21 I 

め （藻） 1 ち （乳） 2 

も （裳） 15 てコ （津） 4 

も （藻〉 1 づ （頭〉 4 

も （喪） 3 て （手） 77 

も （妹） 1 と （戸） 6 

や （矢） 3 と （門〉 4 I 

や （屋・家〉 3 と （外） 4 

ゆ （湯） 3 と （音） 1 

よ （夜） 144 と （時） 5 

よ （世・代） 31 と （利） 10 

ゐ （井） 2 な （名） 96 

ゑ （絵〉 1 な （魚） 1 

を （峯） 8 な （菜） 1 

を （弦〉 1 lと （荷〉 1 

を （尾） 6 ぬ （野） 60 

O
万
葉
集

- 25-



な 〈磁〉 2 l 、 （寝） 3 

tこ （ニ〉 34 つ （卯） 1 

ね （根〉 11 つ （鵜） 1 

ね （音） 153 え （縁） 1 

ね （突） 18 え （枝） 4 

ね （子） 1 え （柄） 3 

ね （寝） 3 カユ （香） 58 

の （野〉 19 カま （賀） 2 

は （葉） 10 き （木） 19 

は （歯） 1 き （締） 7 

iま （羽） 2 き 〈黄） 4 

は （端〉 1 き （季） 1 

ひ 〈日輪） 32 ぎ （義） 1 

ひ （日磨） 82 く （句） 2 

ひ （火・燈〉 42 ぐ （具〉 11 

ひ （氷〉 4 け 作品趣） 25 

ふ （譜） 2 け （故〉 28 

ほ （穂〉 2 け （罫） 1 

ま （間） 63 げ （偶） 1 

み （身） 611 こ （子〉 81 

み （実） 3 乙 （寵〉 6 

み （己〉 3 乙 （胡） 2 

み （見） 21 ご （碁〉 15 

め （目） 215 さ （然） 2 

め （女・妻） 8 ざ （座〉 10 

め （芽） 3 し （師〉 23 

も （裳） 10 し （詩〉 1 

も （藻） 1 し （為〉 6 

や （屋） 6 じ （時〉 2 

ゆ （湯） 5 す （簾） 9 

ゆ （由〉 2 す （巣） 1 

よ （世・代） 1326 せ （瀬〉 17 

よ （夜） 242 fこ （田） 5 

':::> （羅） 1 ち （乳） 2 

わ （輪） 1 ち （地〉 2 

ゐ （井〉 3 ぢ （地） 2 

ゐ （亥） 1 ぢ （持） 1 

ゑ （絵〉 51 て （手） 135 

ゑ （会〉 1 と （戸） 27 

を 〈緒） 5 と （外） 25 

な （名） 102 

O源氏物語
ひ 〈火〉 8 し、 （寝〉 3 

ほ （穂〉 ~~） え 〈枝〉 1 

ほ （帆） 1 え （柄〉 1 

ま （閲〉（留~~~ 七3 （香〉 23 

み （身〉 き （木〉（！？
み （実〉 3 き （棺〉 1 

め （目〉
(1) 

く （句〉 (2) 21 

め 〈女〉 (2) げ （下〉 (3) 

め （芽） 2 乙 （子〉
(1) 
1 

も （面） 3 乙 （木） rn) 
も （裳〉 (2) 乙 （蚕〉 (1) 

も （藻） 2 ど （期〉 1 

ゆ 〈湯） (1) し （四） (1) 

よ （世） （~~ す （洲〉 (1) 

よ せ （瀬） g) （夜） 44 

よ 〈節） 3 Tこ （田） 5 

ゑ 〈絵〉 (2) ち （茅〉 (1) 

を （緒） 2 て （手） （~） 

を 〈尾〉 1 と （門） 1 

な （名〉 ~6) 
lと （二） (1) 

ね （音） ~p 
ね （根〉

(1) 
5 

ね （嶺〉 1 

の （野〉 li~ は 〈葉〉

は 〈羽〉 2 

ひ （日輪〉 （~~ 
ひ （日暦〉 21 

ひ 〈緋〉 1 

氏
リ

ヴ
白
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紫
式
部
日
記

1

1

1

6

1

4

3

5

4
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2
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4

8

8

1

3

9

6

3

1
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司
よ
噌

i

噌
i

唱
i
n
L

円
，
“

（具）

（気）

（子）

（座）

（巣）

（手）

（戸）

（外）

（名）

（離〉

（根）

（音）

（日輪）

（日暦）

（火〉

（間）

（身）

（実）

（目）

（裳）

（世）

（夜）

（羅）

（絵）

ぐ
け
乙
ざ
す
て
と
と
な
な
ね
ね
ひ
ひ
ひ
ま
み
み
め
も
よ
よ
ら
ゑO更級日記

い （寝） 2 

き （木） 8 

き （黄） 3 

乙 （子） 3 

ざ （座） 1 

す （洲） 1 

た （田） 4 

ち （地） 1 

てコ （津） 1 

て （手） 3 

と （戸） 4 

と （外） 1 

な （名） 3 

lζ （丹〉 1 

ね （音） 7 

ね （根） 1 

の （野） 6 

は （葉） 5 

ひ （日） 13 

ひ （火） 7 

み （身） 12 

め 〈目） 10 

や （屋） 1 

よ （世） 29 

よ （夜） 51 

ゐ （井） 1 

ゑ （絵） 2 

。
徒
然
草

2

2

1

2

1

2

6

1

1

1

1

1

1

4

3

5

1

3

2

5

6

1

7

6

1

1

2

1

1

1

6

7

1

2

3

2

2

9

1

 

唱
i
1

‘

1

＆

1

晶

1

＆

（寝）

（医）

（高）

〈柄）

（可）

（槙）

（木）

（義）

（儀）

（九）

（句）

（具）

（愚）

（毛）

（気）

（子）

（龍）

（義）

（期）

（五）

（座）

（詩）

（師〉

（死）

（土〉

（四）

（字）

（彊〉
（巣〉

（是）

（田）

（他）

（擁）

（血〉

（地〉

（智〉

（図〉

（手〉

（戸）

い
い
う
え
か
き
き
ぎ
ぎ
く
く
ぐ
ぐ
け
け
こ
こ
ど
ど
ご
ざ
し
し
し
し
し
じ
り
す
ぜ
た
た
だ
ち
ち
ち
づ

幻

て

と



と （外） 1 

な （名）’ 23

な （号） 2 

J ね （根〉 c,3 

ね （音〉 2 

の （野） 1 

は （葉） 3 

lま （刃） 1 

ひ （腸） 1 

ひ 〈日） 26 

ひ （火） 8 

ひ （非） 5 

ぷ （武〉 ｷ' 3 

ほ （穂〉 1 

ま （間） 8 

み （身） 58 

め （目） 25 

め （妻〉 1 

や （矢〉 7 

や （屋〉 2 

よ （世） 66 

よ （夜〉、 18

り （利）～ 9

ろ 〈慮〉 1 

わ （輪） 1 

ゑ （絵） 3 

ゑ （餌〉 1 

を （緒） 1 

以
上
の
表
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に

古

事

コ
u

a=n 

（
異
り
語
集
数
〉

六
O
語

（
総
用
例
数
〉

四
二
例

日
本
書
紀

高

葉

集

三
八
語

七
八
語

七
五
例

、
一
竹
取
物
語

古

二
五
語

一
三
六
六
例

一
一
例

今

集

四
九
語

五
九
一
例

-28-

源
氏
物
語

八
一
語

六
五
O
例

一
六
二
例

紫
式
部
日
記

二
四
語

更
級
日
記

二
七
語

一
八
一
例

徒

然

草

六
七
語

四
三
六
例

と
作
品
の
長
短
に
よ
り
語
数
、
総
例
数
と
も
変
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
割
合
は
算
術
平
均
と
は
な
ら
ず
、
総
例
数
の
比
で
は
よ
り
大
き
な
振
幅
を
、
そ
し
て

語
数
で
は
余
り
に
小
さ
い
振
幅
を
示
し
て
い
る
。
前
者
の
事
実
を
知
何
に
説
明
す
る
か
は
姑
く
措
く
と
し
て
、
後
者
の
場
合
、
一
音
節
語
が
、
同
音
異
語
を
無

制
限
に
発
生
せ
し
め
得
ぬ
限
り
、
音
韻
上
の
き
つ
い
制
約
を
必
然
的
に
受
け
る
と
い
う
、
始
め
に
考
え
た
条
件
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
九
作
品
を
通

じ
て
重
複
し
た
語
棄
を
整
理
し
て
み
る
と
、
総
異
り
語
集
数
は
一
八
四
語
に
の
ぼ
る
。
今
、
各
作
品
に
お
け
る
個
々
の
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
頻
度
は
考
え
ず

に
川
如
何
な
る
語
集
が
如
何
に
多
く
の
作
品
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、
同
時
に
各
語
棄
の
時
代
時
代
の
生
命
を
も
見



る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
〉
で
は
、
た
げ
ニ
ニ
作
品
以
上
に
わ
た
っ
て
い
る
一
音
節
語
名
調
を
、
順
次
多
い
も
の
か
ら
示
す
こ
と
に
す
る
。

固
に
つ
い
て
で
、
各
に
の
中
で
は
五
十
音
順
に
よ
る
。
）

0 
子コ九
作

手テ品
全

名ナ部
l乙

ネ艮ネわ
た

日ヒる
も

目メの

世ョ八
語

夜ョ

0 
木争八

作
戸ト品

「に
火ヒわ

た
る
も
の

~ 

0 
外ト七

作
音ネ品

i乙
葉ハわ

Tこ
日る
輪』も

の
身ミ｜
七

女語

妻
絵ヱ

。

寝ィ六
作

田タ品
iと

野ノわ
Tこ

実亘る
も

裳モの

屋ャ六
語

.0 
巣1 五

作
間マ品

iと
緒，ゎ

た
る
も
の

霊五

0 
枝z 四

作
気少ロロロ

iζ 

寵コわ
た

座ザる
も

瀬セの

羽ハ一

穂ホ語

藻モ

0 
鵜ゥ三

作
柄ェロ

ロロ
に

香ヵわ
fこ

城キる
も

句クの

具グ十
五

兄語

夫

O
ニ
作
品
に
わ
た
る
も
の
｜
三
ニ
語

〈
用
例
略
〉

o
－
作
品
の
み
に
み
る
も
のl
九
九
語

〈
用
例
略
〉

湯ユ
地チ

井牟
血チ

尾，
菜ナ

魚ナ

槍ヒ

辺へ

芽J

矢ャ

（
但
し
、
各
作
品
数
範

n
3
 

9“ 



一
八
四
語

註
2

即
ち
、
多
作
品
に
わ
た
る
語
は
限
ら
れ
て
い
て
、
過
半
、
五
作
品
以
上
に
わ
た
る
語
棄
は
僅
か
二
七
語
総
語
葉
数
の
一
割
五
分
に
満
た
な
い
。
乙
れ
は
、
逆

に
い
え
ば
、
広
い
範
囲
で
使
用
さ
れ
る
一
音
節
語
名
詞
は
、
使
用
頻
度
を
別
に
し
て
も
、
極
く
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
国
語
大
辞
典
の
一
、
大
言

註
3

海
に
は
、
借
用
語
を
含
め
て
五
一
九
語
の
用
例
が
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
普
く
使
用
さ
れ
る
語
が
さ
程
多
く
な
い
の
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
更
に
気

づ
く
点
は
、
範
囲
と
す
る
作
品
数
が
広
く
わ
た
れ
ば
わ
た
る
程
、
そ
れ
ら
の
語
集
は
、
現
代
で
も
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
音
韻
の
転
移
し
た
同
義
語

註
4

が
別
に
あ
っ
て
も
、
そ
れ
と
並
行
し
て
猶
使
用
さ
れ
る
語
が
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

合
計

三
作
品
に
わ
た
る
十
五
語
の
裡
、
注
目
す
べ
き
点
は

セ
十
ヒ
ヘ

城
夫
・
兄
魚
櫓
辺

の
五
語
が
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
万
葉
集
の
所
謂
奈
良
時
代
用
語
に
限
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
作
品
以
下
に
の
み
見
ら
れ
る
語
で
も

ア

7
a

カ
ス
地
名

γ

ケ
ケ
テ
ク

足
畔
好
鹿
紀
酒
笥
木
経
来
海
鼠
卵
磯
羊
蹄
：
：
：

nu 
q
u
 

註
5

と
五
一
語
に
も
及
ん
で
い
る
。
乙
の
中
に
は
、
平
安
以
後
の
作
品
に
、
偶t
用
例
が
な
か
っ
た
場
合
も
若
干
あ
る
が
、
そ
れ
は
極
く
僅
か
と
思
わ
れ
、
大
部

分
は
奈
良
時
代
の
み
に
行
わ
れ
、
語
と
し
て
の
生
命
を
早
く
失
っ
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
今
奈
良
時
代
三
作
品
の
み
に
用
例
を
持
つ
五
六
語
を
、

総
例
語
か
ら
除
い
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
殆
ん
ど
多
く
（m
t
ω
%
）
が
現
在
そ
の
ま
〉
か
、
そ
の
ま
〉
で
も
使
用
し
う
る
形
で
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
次
の

推
論
を
与
え
る
に
充
分
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
へ
入
る
ま
で
に
、一
音
節
語
の
名
詞
の
多
く
は
転
移
、
変
化
を
受
け
て
し
ま
っ
た
が
、

そ
の
時
そ
の
ま
〉
で
残
っ
た
も
の
は
、
平
安
時
代
以
後
に
は
殆
ん
ど
失
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
長
い
生
命
を
保
ち
統
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
奈
良
時

註
6
註
7

代
に
み
え
な
く
て
、
平
安
時
代
に
初
見
さ
れ
る
語
が
多
く
借
用
語
で
あ
る
点
と
思
い
合
せ
る
と
、
和
語
の
一
音
節
語
名
詞
は
、
奈
良
l

平
安
の
聞
に
そ
の
受
難

時
代
を
経
て
以
来
、
強
靭
な
生
命
力
を
も
っ
て
、
全
語
棄
の
一
角
に
順
調
な
運
命
を
保
ち
統
け
て
き
た
と
い
え
る
。

註
8

次
に
、
前
に
あ
げ
た
各
作
品
の
各
語
頻
度
表
を
、
見
易
い
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
内
で
ど
の
様
な
順
位
を
持
っ
て
い
る
か
一
覧
し
て
み
よ
う
。
用
紙
の

都
合
で
二
十
六
位
迄
に
し
た
が
、
勿
論
便
宜
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
又
、
語
葉
数
、
用
例
数
の
少
い
作
品
で
は
同
一
頻
度
の
語
、
特
に
一
例
づ
つ
の
語
が
多

く
、
そ
れ
は
五
十
音
順
に
配
列
し
た
が
、O
×
印
の
連
統
し
た
も
の
は
上
下
が
な
い
順
位
で
あ
る
と
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
用
例
数
も
、
却
っ
て
絶
対
数
に



惑
わ
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
付
さ
な
か
っ
た
。

作
品
別
一
音
節
語
名
詞
使
用
頻
度
順
一
覧

古

事

日
本
書
紀

字
音
表
記
分

万

葉

竹
取
物
語

古

メ』
ι 

源
氏
物
語

紫
式
部
日
記

更
級
日
記

徒

然

記集集草

子コ日ヒ子ョ身E世ョ世ョ夜ョ世ョ

2 子手テ夜ョ世ョ世ョ身ミ夜ョ世ョ身ミ

3 矢ャ木キ名ナ。手テ夜ヨ夜ョ裳モ日ヒ日ヒ

4 身E兄セ児コ日暦ヒ。屋ャ目メ身ミ身主目メ

注
速
続
セ
ル

O
印
及
×
印
は
同
数
同
順
位
ナ
ル
コ
ト
ヲ
示
ス
。

5 上へ。城キ辺人x木牟名＋:::bエ
日ネ目メ目メ名＋

6 火ヒ。野ノ手テx巣ス間マ手テ日）替ヒ木キ手テ

7 日ヒ。辺へ間マx名ナ野ノ名ナ間マ。:D:.~
田小夜ョ

8 。上h 女・妻メ瀬セx 日ヒ葉ハ日暦ヒ座ザ。火ヒ。木キ

9 木キ

。野ノ

。海E野ヌ火ヒ木子外ト野ノ。死シ

10 。実ミ身E。目メ。香ヵ間マ。手テ葉h子コ

11 。夜ョ。目〆自メ。夜ョ。木コ香ヵ。名＋×田タ智チ

12 x手テx毛今夫・兄セ。枝忌、え :D:.~
同小車会主。根ネ×戸ト手lj リ

13 x戸ト。世ョ世ョx外トx 自〆火ヒ。火ヒ。黄キx火ヒ

14 x緒，x木テ音ネx尾，瀬セx戸ト。予ヨ×間マ

15 x磯シ 。血チ

。田 ， x羊蹄シ男・夫ヲ

突ネ。血チ穂ホ日輪ヒx＊会z。手テ。師シ

16 。根’火ヒ故ヶ日輪ヒ。名サ。他タ

17 x魚ナx夫を。実主日輪ヒ。妻メ戸ト。具グ×寝ィ。矢ャ

18 x葉ハx父チ穂ホ。寵ョ手チ気テ。気テX{<b.. 
ir;i;;-x座，

19 x辺へx閲ト裳毛×寝ィ根ネ師シ。子＝。座’x 田タ

20 。外トx菜ナ木キx戸ト田タ見ミ。巣ユ。洲A。五ゴ

。猪ヰ

×中ナX兄・夫セl

x利ト X現玉ヌ x 目メ l

x屋~1
x尾，｜

21 。根ネ×魚ナ火ヒx子ネ×寝ィ。木キ。灘ナ。地チ。非ヒ

22 x名ナ見Ex葉ハ×下ゲ。野J。:D:.~
日’F

。津7毛今

23 x寝ィx裳モx実主突ネ。実ミ。外トx気ヶ

24 ×節ョ×面モ瀬セ。羅ラ。丹＝x碁ゴ

25 

26 

l作 /1
品／／使
／用

ハ順頻
位度

名ナ l I 

x根ネ

x 日ヒ

。経テ

。葉《

x絵z

一 31 -

×節ヨ

句ク

碁ゴ

根ネ

。根ネ

。屋ャ

x地チ

xt艮ネ

表
を
一
覧
し
て
先
ず
気
づ
く
の
は
、
作
品
の
時
代
、
内
容
、
形
態
が
各t
大
き
く
異
っ
て
い
る
の
に
、
乙
の
順
位
、
と
り
わ
け
平
安
時
代
以
降
が
お
互
変
り

鮭
9

ば
え
が
し
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
ベ
ス
ト
却
、
ベ
ス
ト
却
に
横
線
を
ひ
き
、
ベ
ス
ト

m
に
入
る
語
棄
を
指
数2
、
ベ
ス
ト
却
を
指
数
ー
と
し
て
整
理
す
れ
ば
、
各



語
集
の
頻
度
を
、
全
体
の
作
品
を
通
じ
て
比
較
す
る
乙
と
が
出
来
る
。

0 
日ヒ指
数

夜ョ 17
の
も
の

語

0 
世ョ指

数
15 
の
も
の

さ豆

0 
子ョ指

数
手テ 14

の
名ナも

の
身呈｜
五

目メ語

0 
木キ指

数
11 
の
も
の

語

壁O
野ノu指

数
火ヒ 10

の
も
の

さ互

0 
間マ指

数
9 
の
も
の

語

0 
音ネ指

数
7 
の
も
の

霊互

ヮ
“

電
υ

即
ち
、
わ
か
り
や
す
く
指
数
4

以
上
の
語
を
順
位
に
従
っ
て
配
列
す
る
と
（
連
統
せ
るO
×
印
は
同
順
位
で
あ
る
事
を
示
す
〉

ナ

E
J

キ
ノ
ヒ
宇
ネ
へ
ト
ネ

A

エ

白
山
悦
世
守
山
ナ
ザ
骨
身
間
口
木
腎
リ
入
間
音
辺
甲
山
恨
喋
制
服
・

と
な
る
。
乙
れ
は
な
ん
と
、
前
の
作
品
範
囲
順
語
棄
に
類
似
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
の
順
は
、

ア
ナ
ネ
ヒ
メ
ヨ
ヨ
キ
ト
ヒ
ト
ネ
ハ
ヒ
ミ
メ

Z

子
手
名
根
日
目
世
夜
木
戸
火
外
音
葉
日
輪
身
女
・
妻
絵

註
日

で
、
両
者
の
ベ
ス
ト
胞
の
裡
、
実
に
日
語
の

〈
七
作
品
以
上
に
わ
た
る
語
）



木キ

子

手テ

戸ト

名ナ

根ネ

音ネ

葉h

日ヒ

火ヒ

身E

目メ

夜冨

世冨

絵z

ハ
五
十
音
順
）

が
共
通
し
て
い
る
。
乙
れ
は
範
囲
に
於
て
も
、
頻
度
に
於
て
も
広
く
高
く
使
用
さ
れ
る
語
で
ス
乙
れ
が
例
外
な
し
に
今
日
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
、
前
に
も
述

べ
た
通
り
、
一
音
節
語
名
詞
の
生
命
が
、
全
く
そ
の
使
用
頻
度
と
使
用
範
囲
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
且
、
顔
度
と
範
囲
が
全
く
ス
ラ
イ
ド
す
る
乙
と
を
証
明
し

て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
使
用
頻
度
と
作
品
範
囲
の
広
さ
が
一
致
す
る
の
は
、
何
も
手
績
を
経
て
証
明
す
る
迄
も
な
く
、
始
め
か
ら
自
明
の
事
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
頻

度
が
高
け
れ
ば
、
あ
る
作
品
に
そ
の
語
が
含
ま
れ
る
確
率
も
又
高
い
の
が
当
然
で
、
先
に
「
頒
度
は
別
に
し
て
も
」
と
述
べ
た
の
は
、
「
ど
ち
ら
か
一
方
を
見

れ
ば
同
じ
だ
か
ら
、
今
頻
度
を
別
に
し
て
」
の
意
で
、
た
だ
予
想
さ
れ
る
理
論
が
事
実
に
よ
り
証
明
し
え
た
点
、
無
駄
な
操
作
で
は
な
か
っ
た
。
顔
度
の
最
も

高
い
語
が
、
日
と
夜
で
あ
る
の
も
興
味
深
い
。

一
音
節
語
名
詞
が
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
へ
入
る
聞
に
大
分
淘
汰
さ
れ
た
事
実
の
あ
る
の
は
既
に
述
べ
た
が
、
頻
度
指
数
を
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
万

葉
集
の
奈
良
時
代
三
作
品
の
み
に
よ
っ
て
整
理
す
る
と
、
語
棄
の
順
位
は
全
体
の
と
若
干
変
っ
た
も
の
と
な
る
。
指
数
順
位
の
み
を
示
す
と
、

へ
ナ
へ
ミ
ヨ
セ
テ
ミ
メ
ヨ
セ
ヒ
マ
ミ
メ
ヤ

子
野
木
日
辺
名
上
身
夜
夫
・
兄
手
実
目
世
瀬
火
聞
海
女
・
妻
矢
：
：
：
：
・

註
詔

と
な
る
が
、
こ
の
裡
奈
良
時
代
以
後
用
例
を
見
な
い
の
は
、

へ
へ
占
電
車

辺
上
夫
・
兄
海

qo 

の
僅
か
四
語
で
、
残
り
の
十
六
語
中
十
語
が
先
の
全
作
品
高
頻
度
広
範
囲
十
五
語
に
共
通
す
る
点
、
や
は
り
、
奈
良
時
代
に
使
用
頻
度
の
高
か
っ
た
語
棄

は
、
そ
の
受
難
時
代
に
於
て
も
よ
く
生
命
を
保
ち
統
け
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

乙
乙
で
、
実
作
品
の
用
例
と
、
前
節
の
倭
名
類
衆
診
の
そ
れ
と
の
関
係
を
一
平
一
一
目
し
た
い
。
紙
幅
の
都
合
な
ど
で
、
余
り
詳
し
く
は
考
察
し
え
な
い
が
、
参
考

に
な
る
事
実
の
み
を
述
べ
て
お
乙
う
。

品
主
S

即
ち
、
倭
名
抄
所
出
舟
川
八
六
語
、
九
作
品
綜
合
所
出
分
一
八
四
語
中
、
共
通
し
て
あ
る
語
は
五
一
語
、
倭
名
抄
所
出
語
の
約
六
割
に
当
る
。
そ
し
て
、
共
通

す
る
語
舗
が
く
が
奈
良
時
代
の
み
の
語
か
以
来
の
語
で
あ
る
の
も
、
倭
名
抄
の
成
立
、
そ
の
目
的
、
内
容
を
考
え
れ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
文
、
先
の
高
頻
度
広

範
囲
十
五
語
の
倭
名
抄
に
見
え
る
語
が
、



ト
ネ戸
根

葉A

身主

の
僅
か
四
語
に
過
ぎ
ぬ
の
は
、
か
の
十
五
語
に
物
質
の
名
で
な
い
名
調
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
は
あ
っ
て
も
、
注
目
し
て
良
い
。

イ
ミ

元
来
動
詞
の
語
幹
で
あ
る
が
、
そ
の
機
能
か
ら
、
文
法
上
農
と
名
調
に
入
れ
ら
れ
る
語
、
即
ち
、
寝
見
の
類
を
も
含
め
た
。

い
川
！
と81
z

・3

］
戸
∞
品

勿
論
、
中
国
か
ら
の
借
用
語
で
あ
る
。

ヨ

夜
は
〈
ヨ
ル
V
と
も
八
ヨ
V
と
も
使
用
さ
れ
て
い
る
し
、
世
も
、
世
の
中
、
世
間
な
ど
の
派
生
語
に
ま
じ
っ
て
、
共
に
そ
の
生
命
を
保
っ
て
い
る
。

ー酢
な
ど
、
万
葉
集
の
み
に
し
か
用
例
を
見
な
い
が
、
平
安
以
降
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。

借
用
語
で
あ
っ
て
も
、
日
本
の
作
品
で
使
用
さ
れ
て
い
れ
ば
日
本
語
に
違
い
は
な
い
が
、
乙
の
和
語
と
は
、
便
宜
的
に
、
借
用
語
を
除
い
た
意
に
用
い
た
。

受
難
時
代
と
い
う
言
い
方
に
は
色
々
問
題
が
あ
り
、
何
故
に
大
き
な
変
化
が
こ
ζ

で
起
っ
て
い
る
の
か
、
資
料
自
体
の
検
討
か
ら
始
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
小
稿

の
表
題
で
あ
る
『
運
命
」
と
い
う
言
葉
に
調
子
を
合
せ
て
、
今
使
っ
て
み
た
。

ζ

の
場
合
、
そ
の
作
品
内
の
用
例
数
の
順
位
を
以
て
頻
度
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
数
字
は
一
作
品
内
に
於
て
の
み
相
対
的
意
味
を
持
ち
、
他
作
品
と
で
は
比
較
の
対
象
に

な
ら
な
い
。

表
で
叩
位
以
下
に
記
さ
れ
で
あ
っ
て
も
、
印
位
以
内
と
同
順
位
符
号
、
即
ち
O
×
印
が
つ
け
で
あ
れ
ば
、
ベ
ス
ト
刊
に
入
る
。
吋
ス
ト
却
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
・
文
表

に
記
さ
れ
て
な
く
て
も
、
日
本
書
紀
の
如
く
、
一
例
が
す
べ
てU
位
に
入
る
も
の
は
指
数
ー
と
な
る
訳
で
あ
る
。
な
お
、
順
位
そ
の
も
の
を
指
数
と
し
て
計
算
せ
ず
、
そ

れ
を
大
き
く
群
に
分
け
て
考
え
る
の
は
、
順
位
の
数
値
自
体
が
何
等
の
意
味
を
持
た
な
い
上
に
、
数
値
が
不
必
要
に
多
く
且
細
か
く
な
っ
て
、
全
体
を
見
通
せ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
他
の
理
由
も
あ
る
が
、
あ
と
は
省
略
に
従
い
た
い
。
九
作
品
全
部
を
通
し
て
十
位
以
内
に
入
る
語
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
指
数
四
と
な
る
。

野
は
、
従
来
上
代
に
限
っ
て
八
ヌ
V
と
訓
む
場
合
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
の
万
葉
集
の
研
究
な
ど
で
は
〈
ノ
V
と
訓
む
説
が
有
力
な
の
で
、
す
べ
て
〈
ノ
V
に
統
一
し

た
。

両
者
の
数
を
そ
ろ
え
る
意
図
は
あ
っ
た
が
、
か
く
一
致
し
た
の
は
偶
然
で
あ
る
。

勿
論
、
調
査
し
た
九
作
品
の
範
囲
で
の
事
で
、
厳
密
に
以
後
の
用
例
が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
所
見
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
頻
度
が
極
め
て
小
さ
い
、
と
だ
け

は
言
え
よ
う
。

地
名
を
も
含
め
た
。
実
作
品
の
用
例
が
そ
れ
を
含
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

殆
ん
と
と
言
っ
て
良
い
、
九
作
品
用
例
中
で
は
、
奈
良
三
作
品
に
見
え
ぬ
共
通
語
は
僅
か
七
語
で
、
そ
れ
も
、
他
の
上
代
の
文
献
に
、
所
見
が
当
然
期
待
さ
れ
そ
う
な
語

エ
キ
ゴ
チ
ハ
ラ
ワ

ば
か
り
で
あ
る
。
婁
考
に
あ
げ
れ
ば
、
柄
、
締
、
碁
、
茅
、
歯
、
羅
、
輪
、
で
あ
る
。

註註註註註註註
7654_32  l 

註
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註
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註
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U
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前
節
で
は
、
一
音
節
語
の
名
詞
の
う
ち
、
ど
の
語
が
最
も
大
き
な
使
用
頻
度
を
持
つ
か
を
調
査
し
て
、
そ
の
生
命
力
と
の
関
係
を
ほ
ぼ
明
ら
か
に
し
た
が
、

本
節
で
は
、
そ
の
ま
ま
の
生
命
を
保
ち
え
な
い
で
、
或
は
死
語
と
な
り
、
或
は
音
韻
の
転
移
、
変
化
を
受
け
、
或
は
派
生
語
に
本
家
を
奪
わ
れ
る
運
命
を
辿
っ

た
語
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
よ
う
。
そ
れ
は
多
音
節
化
の
道
で
あ
る
が
、
第
一
節
で
も
述
べ
た
「
葱
」
↓
〈
ネ
ギ
〉
の
よ
う
に
、
そ
れ
が
行
わ
れ
た
場
合
、
添

加
し
た
音
節
の
意
味
、
文
事
情
が
ど
う
で
あ
る
か
、
即
ち
、
多
音
節
化
名
詞
の
語
源
が
す
べ
て
明
ら
か
に
な
る
訳
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
に
は
、
明
証
を
充
分
得

る
も
の
も
あ
る
反
面
、
色
々
の
可
能
性
の
み
考
え
ら
れ
て
い
る
語
も
あ
る
。
又
、
多
音
節
化
が
、
各
語
に
関
し
て
い
つ
の
時
代
に
行
わ
れ
た
か
は
、
そ
れ
を
文

献
で
湖
り
う
る
限
り
辿
っ
て
み
れ
ば
、
あ
る
程
度
は
っ
き
り
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
俄
に
出
来
る
操
作
で
は
な
い
。
そ
乙
で
、
本
節
で
は
若
干
の
時
代
的
類
推
を

試
み
る
に
と
ど
ま
る
が
、
同
じ
多
音
節
化
と
い
っ
て
も
、
子
細
に
検
討
す
る
と
、
自
ら
そ
の
中
に
様
式
が
認
め
ら
れ
る
。
今
、
そ
の
個
々
の
例
を
あ
げ
よ
う
。

ω

同
じ
音
節
を
一
つ
添
加
し
、
繰
り
返
す
乙
と
に
よ
っ
て
ニ
音
節
化
す
る
語

即
ち
、

チ
チ
チ
父
l

＋
父

チ
チ
チ
乳
｜
＋
乳

- 35-

チ

が
そ
れ
で
あ
る
。
乙
の
変
化
に
は
、
小
児
語
、
婦
人
語
の
要
素
が
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
次
節
で
検
討
す
る
と
し
て
、
ハ
え
は
早
く

チ

奈
良
時
代
に
消
失
転
移
し
た
よ
う
で
、
乳
は
平
安
以
後
に
も
と
ど
ま
っ
た
。

内
4

類
の
一
を
、
そ
の
類
の
総
称
を
も
含
め
て
固
定
さ
れ
た
語

即
榎z 槍ヒ猪キち
ののの、

木木し
し

↓↓↓ヰ
榎Z 槍i 猪三



な
ど
の
類
で
、
元
来
は
、
「
桜
の
木
」
と
か
「
梅
の
木
」
と
現
在
い
う
様
に
類
称
の
「
木
」
や
「
し
し
」
の
意
識
が
別
に
あ
っ
た
が
、
遂
に
は
一
語
と
し
て

(3）固
定
し
て
じ
ま
・3

た

類
の
一
を
、
他
と
区
別
す
る
修
飾
語
ハ
主
と
し
て
そ
の
属
性
〉
を
含
め
て
固
定
し
た
語

卵ヨ海『蚕＝雪
ト宇－↓ 、
卵~ ＞｝蚕E
ー海士 ー
鼠占M

包
咽
晶
、

の
類
で
、
元
来
は
、
飼
ふ
所
の
コ
で
あ
り
、
な
ま
の
コ
で
あ
り
、
玉
の
コ
で
あ
っ
た
の
が
固
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。

(4) 

名
調
の
表
示
す
る
対
象
の
一
部
分
の
名
が
、
対
象
全
部
の
意
に
な
っ
た
語

即
畔ァ羽A ち

•• 
畔Z 羽A

ネ艮ネ

nu 

ア
ザ
註2
ア
セ

の
類
で
、
両
例
と
も
既
に
初
節
で
触
れ
た
通
り
、
羽
根
は
羽
の
つ
け
根
、
根
本
で
あ
っ
た
も
の
が
、
畔
は
畔
の
畝
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
意

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
後
者
が
倭
名
抄
に
双
方
を
異
本
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
は
、
述
べ
た
。

名
詞
の
表
示
す
る
対
象
の
一
種
類
の
名
が
、
対
象
全
部
の
意
に
な
っ
た
語

(5) 

即
棺キ鹿角ち

↓↓、
ひ牡セ
と鹿ヵ

ヂ↓
上鹿Z
棺ネ

メ
カ
メ
カ
’

の
類
で
、
大
言
海
の
所
説
に
よ
る
と
、
牡
鹿
は
牝
鹿
に
対
す
る
と
い
う
。
牝
鹿
の
対
な
ら
ば
牡
鹿
で
あ
る
べ
き
よ
う
に
も
思
う
が
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
仁
徳

ヰ
ヰ
ノ
シ
シ
カ
カ

紀
三
十
八
年
七
月
の
条
に
は
「
牡
鹿
」
の
例
が
あ
る
。
猪

i

＋
猪
の
例
同
様
鹿
も
「
鹿
の
し
し
」
の
形
の
古
語
が
あ
っ
て
、〈
シ
カ
〉
の
〈
シ
〉
は
〈
シ
シ
〉



の
〈
シ
〉
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
勿
論
何
の
根
拠
も
な
い
。

〈
ヒ
ツ
ギ
〉
に
は
景
行
紀
四
十
三
年
の
条
に
「
棺
槻
」
と
あ
り
、
と
も
か
く
両
者
と
も
早
ぐ
か

(6) ら
、
〈
シ
カ
〉
、
〈
ヒ
ツ
ギ
〉
の
変
化
を
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

全
く
別
の
源
を
持
つ
語
に
変
化
し
た
語

魚ナ氷ヒ号
↓ ι ↓、
魚ま氷j

の
類
で
、
氷
は
、
倭
名
抄
に

氷
水
寒
凍
結
也
諮
穀

ナ
サ
カ
ナ
ナ

と
あ
っ
て
、
両
者
併
用
が
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
が
、
〈
サ
カ
ナ
〉
の
〈
ナ
〉
は
〈
魚
〉
で
は
な
く
、
〈
酒
菜
〉
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
魚
、

マ
ナ

吋
真
魚
」
が
あ
っ
た
が
、
今
日
、

司
’qo 

そ
の
も
の
の
多
音
節
化
と
し
て
、
美
称
、

「
ま
な
い
た
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

註
3

大
体
、
語
源
を
明
ら
か
に
し
う
る
多
音
節
化
の
様
式
は
以
上
の
知
く
で
あ
る
が
、
と
の
他
に
も
延
音
と
な
る
も
の
、
音
韻
転
化
し
た
も
の
等
考
え
ら
れ
、
現

代
口
語
と
関
連
せ
し
め
れ
ば
更
に
各
様
式
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
次
節
で
述
べ
よ
う
。
以
下
、
参
考
ま
で
に
多
音
節
化
の
各
例
を
列
記
す
る
が
、
こ
れ
ら

は
以
上
の
一
様
式
に
含
ま
れ
る
か
、
又
は
語
源
が
明
確
を
欠
い
て
、
わ
か
ら
ぬ
も
の
も
あ
る
。
語
源
は
思
い
つ
き
で
な
さ
れ
て
は
な
ら
ぬ
が
、
私
が
参
照
し
た

M討
4

大
言
海
の
そ
れ
も
、
ど
う
か
と
考
え
ら
れ
る
解
釈
が
屡
主
で
あ
っ
た
。

エ
エ
ダ
ヨ
カ
ゴ
ト

u
yト
ト
カ
F

枝
l

＋
枝
龍
｜
＋
寵
外

l

＋
外
門
｜
＋
門

ヱ
ヱ
サ
ヌ
ヌ
マ
ヨ
ヨ
ル
ス
ス
ダ
レ

餌
l

＋
餌
沼

l

＋
沼
夜
｜
＋
夜
簾
｜
＋
簾
垂

端
ー
＋
端

上
l

＋
上

由v’
君
、

海
l
v

海

等
々

一
方
、
一
音
節
語
の
名
詞
に
於
て
、
対
象
そ
の
も
の
が
、
そ
の
後
の
日
常
生
活
か
ら
隔
た
る
か
、
対
象
自
体
の
変
化
に
よ
る
別
称
の
発
生
で
、
死
語
と
な
る

例
も
少
な
く
な
い
。
羅
の
如
き
語
も
、
倭
名
抄
所
見
の
動
植
物
名
の
多
く
も
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
音
節
語
に
限
っ
た
事
で
は
な
く
、
他
の
多
音
節
語
名

詞
一
般
に
及
ぷ
問
題
で
あ
ろ
う
か
ら
、
本
論
の
目
的
か
ら
み
て
、
省
略
に
従
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
音
節
語
の
名
詞
が
、
ど
の
様
式
で
多
音
節
化
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
原
因
と
な
る
所
は
、
音
韻
の
面
で
の
特
殊
性
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
事
は
、
容
易
に
想
像
出
来
る
が
、
逆
に
こ
う
し
た
多
音
節
化
の
現
象
面



註
－

註
2

註
3

註
4

一
音
節
語
の
や
や
不
安
定
な
音
韻
を
説
明
す
る
事
も
出
来
よ
う
。

1
1
1
1

カ
プ

カ
i

ル
グ
レ
ン
は
，
か
ひ
は
峡i
カ
ヒ
だ
と
し
て
い
る
が
、
と
ら
な
い
。

ア
ヒ
セ
キ

と
れ
に
は
「
閉
塞
ノ
義
ニ
ヤ
」
と
い
う
倭
訓
葉
の
説
も
あ
る
が
、
信
ず
る
に
足
り
な
い
。

例
え
ば
、
羊
蹄
↓
シ
イ
竣
↓
ヒ
イ
な
ど
が
あ
る
。

コ
ナ
コ
ナ
ン

例
え
ば
、
粉
の
語
源
は
、
熟
の
語
幹
に
よ
る
よ
う
に
大
言
海
は
説
明
す
る
が
、
き
す
れ
ば
八
コ
ナV
は
当
然
八
コ
〉
よ
り
以
前
に
そ
の
用
例
を
見
、
〈
コ
V

は
道
に
一
音

節
語
の
二
音
節
化
に
な
る
筈
で
あ
る
が
、
事
実
は
反
対
で
あ
る
。

か
ら
、

四

乙
こ
ま
で
、
私
は
一
音
節
語
の
名
調
を
、
時
間
と
い
う
タ
テ
の
関
係
を
上
下
し
、一
方
で
の
生
命
力
の
強
さ
と
、
一
方
で
の
不
安
定
な
性
格
と
い
う
矛
盾
し

た
両
面
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
今
度
は
、
現
在
の
場
に
於
て
、
彼
等
が
ど
ん
な
広
が
り
を
見
せ
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
保
っ
て
い
る
の
か
、
ヨ
コ
の
関

係
を
併
せ
考
え
て
、
解
剖
を
加
え
て
み
よ
う
。

現
代
用
語
、
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
ま
だ
文
語
と
口
語
の
区
別
の
ほ
か
、
標
準
語
と
方
言
の
差
異
や
、
婦
人
語
、
小
児
語
、
職
業
語
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

註
ー

が
あ
る
。
乙
乙
で
は
、
特
に
口
語
の
中
で
、
所
謂
俗
語
、
方
言
、
婦
人
語
、
小
児
語
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
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現
在
の
婦
人
語
で
、
名
詞
の
み
に
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
す
べ
て
に
丁
寧
語
の
「
お
」
を
冠
す
る
主
潮
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
風
潮
が
既
に
室

註
2

註
3

町
時
代
か
ら
現
わ
れ
て
い
る
事
は
、
例
え
ば
、
日
葡
辞
書
の
用
例
か
ら
「
お
」
を
冠
し
た
語
を
拾
い
出
し
て
み
る
と
、
そ
れ
ら
の
殆
ん
ど
に
「
婦
人
語
」
と
断

っ
て
い
る
の
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
又
、
婦
人
語
と
小
児
語
が
極
め
て
近
接
し
た
関
係
に
あ
る
の
は
周
知
の
事
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
わ
ば
、
カ
タ
コ
ト
化
へ

の
傾
向
で
あ
る
。
古
い
時
代
の
婦
人
語
、
所
謂
女
房
詞
の
中
に
、
「
文
字
こ
と
ば
」
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
第
一
節
で
例
に
あ
げ
た
、
「
ひ
と
も
じ
」
「
ふ
た
も
じ
」

註
4

な
ど
も
含
ま
れ
る
が
、
多
く
は
あ
る
名
詞
の
カ
シ
ラ
一
字
に
「
も
じ
」
を
付
け
て
言
う
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
僅
か
に
残
っ
て
い
る
「
か
も
じ
」
「
ゆ
も
じ
」

「
し
ゃ
も
じ
」
な
ど
の
類
が
そ
れ
で
、
今
迄
考
察
し
て
き
た
一
音
節
語
名
調
の
多
音
節
化
と
は
逆
に
、
音
節
そ
の
も
の
は
二
以
上
で
あ
っ
て
も
、
対
象
を
表
示

す
る
語
は
却
っ
て
一
音
節
化
さ
れ
て
い
る
、
乙
の
事
実
は
、
以
上
の
多
音
節
化
の
傾
向
が
、

一
音
節
で
は
意
味
を
把
握
し
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
理
由
の
ほ
か

に
、
何
か
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
婦
人
語
が
「
も
じ
こ
と
ば
」
に
よ
ら
ぬ
場
合
、
そ
の
頭
文
字
を
繰
り
返
す
言
い
方
を
す
る
傾
向



が
あ
る
の
は
、
又
歴
史
的
に
も
証
明
し
う
る
こ
と
で
、
乙
れ
は
、
現
在
小
児
語
に
そ
の
ま
ま
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、

か
か
ハ
母
〉

か
か
ハ
鰹
節
〉

ぞ
ぞ
（
草
履
）

ぜ
ぜ
（
銭
）

と
と
（
父
〉

と
と
〈
魚
・
鳥
）

の
の
（
神
・
月
・
仏
〉

叫
H
M
E
O

な
ど
そ
れ
で
あ
る
が
、
乙
れ
が
元
来
の
一
音
節
語
で
あ
る
場
合
も
、
同
様
の
方
式
で
二
音
節
化
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
更
に
「
お
」
を
冠
す
る
事
が
多
い
の

ぱ
ば
（
汚
物
〉

ベ
ベ
（
着
物
）

も
、
上
記
の
例
と
同
じ
で
あ
る
。
即
ち
、

じ
じ
（
字
〉

な
な
（
菜
）

註
6

チ
チ
チ

な
ど
が
そ
れ
で
、
乙
れ
は
第
一
音
節
を
長
母
音
化
し
て
、
「
キ1
キ
が
わ
る
い
」
と
い
う
よ
う
に
発
音
す
る
場
合
も
あ
る
。
私
が
第
三
節
で
、
父
↓
交

チ
チ
註

7

↓
乳
の
変
化
が
、
婦
人
語
や
小
児
語
の
面
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
示
唆
し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
言
葉
が
小
児
に
置
接
し
た
内
容
で
あ
る
の
と
、
以

て
て
（
手
）

め
め
（
目
〉

乳チ

上
の
様
式
が
、
こ
の
よ
う
に
、
ほ
か
に
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
所
調
俗
語
の
中
で
、
一
方
で
一
音
節
語
が
そ
の
ま
ま
の
生
命
を
保
ち
な
が
ら
、
砕
け
た
日
常
の
会
話
で
は
、
愛
称
の
よ
う
に
多
音
節
化
さ
れ
て
い
る
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幾
つ
か
の
群
が
あ
る
。

な
っ
ぱ
（
菜
）

は
っ
ぱ
（
葉
）

わ
っ
ぱ
（
輪
）

ね
っ
こ
（
根
）

し
つ
こ
（
尿
）

し
っ
ぽ
（
尾
〉

た
ん
ぽ
ハ
回
）

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
っ
ぱ
は
菜
の
葉
、
し
っ
ぽ
は
尻
尾
、
で
あ
ろ
う
し
、
は
っ
ぱ
や
わ
っ
ぱ
は
〈
ハ
〉
や
〈
ワ
〉
の
反
射
的
な
繰
り
返
し
、
し
っ
と
は

尿
↓
尿
に
、
ね
っ
こ
の
こ
の
よ
う
な
愛
称
的
な
こ
を
添
え
た
も
の
、
な
ど
と
考
え
ら
れ
る
が
、
た
ん
ぼ
は
田
園
と
し
て
相
当
固
定
し
た
語
感
を
与
え
て
い
る
。

更
に
、
こ
れ
ら
砕
け
た
言
葉
に
連
続
す
る
も
の
と
し
て
、
方
言
に
注
目
し
て
み
よ
う
、
例
え
ば
、
今
の
尾
に
関
す
る
各
地
の
方
言
を
、
東
条
操
氏
の
方
言
辞
典

お
っ
ぽ
（
尾
）

で
調
べ
て
み
る
と
、

お
じ
、
お
じ
り
、
お
ば
、
お
ば
た
、
お
ば
ち
、
げ
ん
の
ば
、
ど
っ
ほ
、
し
り
お
、
し
り
ど
、
ず
l

、
で
ぽ
、
ど
う
l

、
へ
ん
ぽ

な
ど
多
数
が
あ
げ
ら
れ
る
。
即
ち
、
元
来
の
固
有
の
音
節
で
あ
る
〈
ヲ
〉
が
残
っ
た
ま
ま
で
、
複
合
的
に
多
音
節
化
し
て
い
る
場
合
が
多
い
の
に
気
付
く
で

あ
ろ
う
。
方
言
の
語
源
に
は
、
説
明
の
つ
か
な
い
、
証
明
し
に
く
い
言
葉
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
一
音
節
語
の
名
調
が
、
や
は
り
地
方
に
於
て
も
敬
遠
さ
れ
て



い
る
様
子
が
察
せ
ら
れ
る
。
参
考
ま
で
に
、
他
の
例
も
少
し
あ
げ
て
お
こ
う
。

O
か
ハ
蚊
）
4

が
ざ
ん
、
が
じ
ゃ
み
、
か
っ
ぽ
、
か
と
ん
ぼ
、
か
な
、
か
の
、
が
ん
じ
ゃ
I

、
か
ん
す
、
ょ
が
、

O
け
ハ
毛
）
4

け
ば
、
け
ぷ
く
、
ひ
げ
、

O
じ
〈
字
）
4

じ
l

ろ
（
児
）
、
い
！
ろ
、

O
た
〈
田
〉
4

お
き
の
、
く
な
、
た
え
、
た
ん
な
か
、
は
だ
、
あ
が
、
た
ば
、
た
ば
る
、

O
ひ
（
日
）
4

あ
た
さ
ん
、
あ
と
て
さ
ま
、
あ
な
た
さ
ま
、
お
て
だ
、
こ
ん
に
ち
さ
ま
、
ち
ん
だ
、
て
i

だ
、

て
だ
、
て
い
湿
り
、と
だ
い
さ
ま
、

と
ど
ど
さ

ま
、
に
ち
り
ん
さ
ん
、
に
っ
て
ん
さ
ま
、
に
よ
ら
い
き
ま
、
ひ
ど
l
さ
ま
、
ひ
も
と
、
も
っ
た
い
さ
ん
、
お
つ
き
ま
、
、
お
ひ
さ
ん
、
て
ん
び
、
ひ
や
し

O
め
（
目
〉
n
v
め
つ
ら
、
め
の
す
、
め
ど
こ
だ
ま
、
め
な
こ
、
め
の
こ
だ
ま
、
め
ん
ぱ
ち
、
め
だ
く
だ
ま

O
め
（
芽
〉
4

し
ん
ほ
え
、
ば
い
、
ふ
き
、
め
ど
、
め
ど
、
も
え
、
も
え
ず
、
め
じ
よ
、
い
じ
ょ
、
め
l

じ
よ
、
め
は
り
、

O
も
〈
藻
〉
n
v
が
1

も
く
、
ど
も
く
、
む
く
、
も
く
、
ど
も
、
も
っ
ぱ
、
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O
わ
〈
輪
〉
n
v
乙
ま
、
は
ま
、
わ
ん
ど
ろ
、
わ
さ
、

以
上
の
ほ
か
に
も
、
ま
だ
類
例
は
あ
げ
ら
れ
る
が
、
と
れ
ら
を
子
細
に
検
討
し
て
い
く
と
、
言
葉
の
な
り
立
ち
ゃ
、
変
化
の
し
く
み
の
諸
相
が
色
々
明
ら
か

に
な
っ
て
、
興
味
あ
る
問
題
を
提
示
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
今
は
、
余
り
に
方
言
に
深
入
り
す
る
事
か
ら
離
れ
よ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
一
通
り
見
渡
し

た
だ
け
で
も
わ
か
っ
た
よ
う
に
、
中
に
は
、
元
来
の
一
音
節
語
と
は
発
生
的
に
異
り
、
単
に
多
音
節
化
し
た
と
い
う
の
で
は
説
明
の
つ
か
な
い
語
が
含
ま
れ
て

「
酢
」
で
は

い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

あ
ま
ざ
き
、
あ
ま
り
、
お
は
い
り
、
き
た
か
ぜ
、
乙
め
じ
、
さ
げ
、
は
い
り
l

、
あ
ま
み
、
あ
ま
ん
、

ス
且

な
ど
が
各
地
方
で
使
わ
れ
て
お
り
、
と
の
中
に
は
、
酢
プ
ラ
スX
、
な
る
形
の
語
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
乙
こ
で
も
、
酢
と
い
う
一
音
節
語
が
使
用

ヒ

2
ホ
リ

さ
れ
な
い
で
い
る
点
、
氷
↓
氷
と
同
じ
よ
う
に
、
や
は
り
一
つ
の
多
音
節
化
が
行
わ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
又
、
方
言
に
於
て
、
文
字
の
上
で
は
一
音
節
語

カ
ー
キ
ー

で
あ
っ
て
も
、
長
母
音
化
し
て
ニ
音
節
に
発
音
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
は
、
京
阪
地
方
を
歩
い
た
者
な
ら
ば
、
誰
も
耳
に
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
蚊
木

一
戸
と
い
っ
た
具
合
で
、
徳
島
を
中
心
に
、
関
西
の
相
当
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
事
は
、文
方
言
地
理
学
の
教
え
る
所
で
あ
り
、乙
乙
に



も
多
音
節
化
の
一
例
を
見
る
の
で
あ
る
。

俗
語
と
は
元
来
雅
語
に
対
す
る
が
、
所
謂
雅
語
の
衰
退
と
共
に
、
現
今
で
は
そ
の
区
別
が
次
第
に
失
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
で
は
俗
語
と
か
婦
人
語
と
か
、
改
め
て
定
義
づ

け
る
事
は
省
略
し
て
、
普
通
そ
う
呼
ば
れ
て
い
る
一
群
を
、
テ
ク
ニ
カ
ル
・
タ
l

ム
と
し
て
用
い
る
に
と
ど
め
る
。

ペ
テ
レ
ン
イ
恥
マ
ン

日
葡
辞
書
は
、
断
る
ま
で
も
な
く
、
慶
長
八
年
三
六O
三
年
〉
長
崎
で
刊
行
さ
れ
た
、
来
日
宣
教
師
の
伴
天
連
や
伊
留
満
達
の
た
め
の
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
の
日
本
語

辞
書
で
あ
る
。
故
に
、
室
町
末
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
へ
か
け
て
の
言
語
を
知
る
上
で
の
重
要
資
料
で
あ
る
が
、
と
と
で
は
、
一
八
六
八
年
に
パ
リ
で
刊
行
さ
れ
た
、
そ

の
訳
本
で
あ
る
パ
ヂ
ェ
ス
の
日
仏
辞
書
を
以
て
、
便
宜
的
に
日
葡
辞
書
に
代
え
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
本
稿
で
日
葡
辞
書
と
あ
る
の
は
、
日
仏
辞
書
を
見
て
の
事
で
あ
る

の
を
諒
と
せ
ら
れ
た
い
。
両
書
の
聞
に
注
意
す
べ
き
異
同
が
あ
る
事
は
、
土
井
忠
生
氏
の
詳
し
い
報
告
が
あ
る
。

刷
出g
r
r
s
E
E
O

山
O
M
H】
話
回
回
目
。
ロ
向
。

B

宮
山
ロ
ヌ

「
し
ゃ
も
じ
」
以
外
の
前
二
語
は
、
一
部
の
社
会
を
除
い
て
は
次
第
に
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
「
か
も
じ
」
は
元
来
髪
の
意
か
ら
、

、
、ま
げ
を
結
う
時
の
添
え
髪
の
意
に
な
り
、
「
ゆ
も
じ
」
は
湯
具
で
あ
る
。
「
か
も
じ
屋
」
と
呼
ば
れ
る
商
人
も
、
普
通
の
街
な
み
か
ら
殆
ん
ど
姿
を
消
し
た
。

カ
カ
ト
ト
シ
シ
ゲ
ゲ
メ
メ
サ
サ

乙
の
中
で
、
鰹
、
魚
は
日
葡
辞
書
で
、
尿
、
草
履
、
生
米
、
酒
な
ど
と
共
に
婦
人
語
に
指
定
さ
れ
、
究
は
、
小
児
語
の
よ
う
に
（
宮
阜
向
日

o
E
g
m
O
2
g

ニ
2
0

民
自
一
宮
山
〉

指
定
さ
れ
て
い
る
。

、

病
気
の
こ
と
で
、
八
キ
〉
は
気
で
あ
る
。

究
母
の
呼
称
は
、
歴
史
的
に
も
、
地
域
的
広
が
り
の
中
で
も
、
同
一
音
節
を
連
続
せ
る
場
合
が
多
い
。

究
n
vし
し
、
だ
だ
と
と
さ
さ
ち
ゃ
ち
ゃ
の
の
て
て
ハ
パ
パ
）
‘
‘

母
n
サ
か
か
た
た
だ
だ
な
な
ち
ゃ
ち
ゃ
（
マ
マ
）

な
ど
が
、
古
語
辞
典
、
方
言
辞
典
か
ら
拾
い
出
せ
る
が
、
更
に
言
え
ば
、
中
国
語
で
も
、
命
皆
、
骨
骨
と
言
う
。

な
お
こ
れ
と
は
別
の
方
面
で
、
例
え
ば
日
葡
辞
書
ハ
日
仏
）
の
用
例
の
中
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
連
の
ニ
音
節
語
が
あ
る
。

回
o
g

先
先
同

v
m
a
g
m
O
E
o－
－g

円
同o
E
r
g
g
o

（
哲
也
『
O
】g

円F
E
m
O
B
2
0
E
F
田
町O
B
E
S
E

－a
w
S
S
E

－g
〉

F
F

〉

P
E
a
g

忠
告
。
＝2

向
山o
z
r
E
g
o
－

ω
o
g
d
三
、

3
込
山2
8

日
出
g
r
z
r
E
E
0

・

隠
語
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
言
葉
の
中
に
は
、
乙
れ
ら
と
は
別
に
、
焦
点
を
ぼ
か
す
意
味
で
一
種
の
カ
タ
コ
ト
化
が
行
わ
れ
、
あ
る
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
が
、
婦
人
語
と

の
関
係
な
ど
、
説
明
す
る
用
意
が
な
い
。

註
－

註
2

註
3

註
4

註
5

註
6

註
7
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以
上
述
べ
来
っ
た
こ
と
で
、
一
音
節
語
の
名
詞
が
、
時
間
の
タ
テ
の
流
れ
に
於
て
も
、
空
間
の
ヨ
コ
の
広
が
り
に
於
て
も
巾
多
音
節
化
の
道
を
辿
ら
さ
れ
て

い
る
事
を
知
っ
た
。
し
か
し
又
、
他
面
、
そ
の
傾
向
を
は
ね
返
し
て
、
そ
れ
は
長
い
生
命
を
保
ち
続
け
て
い
る
事
を
も
知
っ
た
。
後
者
で
は
、
使
用
頻
度
か
ら

解
明
を
試
み
て
み
た
し
、
前
者
で
も
、
私
は
音
韻
上
の
問
題
が
あ
る
よ
う
な
口
吻
を
屡
主
弄
し
て
き
た
が
、
あ
り
て
い
に
言
え
ば
、
こ
の
方
面
で
極
め
て
知
識

の
之
し
い
私
に
は
、
た
だ
漠
然
と
そ
う
考
え
る
だ
け
で
、
秩
序
だ
っ
て
解
明
す
る
用
意
も
勇
気
も
持
ち
合
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
単
に
現
象
だ
け
を
提
示
し

て
こ
こ
で
小
稿
を
打
ち
切
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
も
、
何
か
無
責
任
の
よ
う
で
、
甚
だ
歯
切
れ
が
悪
い
感
じ
が
す
る
の
で
、
漠
然
と
し
た
な
り
で
、
私
の
考
え

を
述
べ
る
べ
く
、
勇
気
を
ふ
る
い
起
そ
う
と
思
う
。

日
本
語
の
音
節
構
造
の
特
質
に
つ
い
て
は
、
橋
本
進
吉
博
士
の
周
到
な
研
究
が
あ
る
。
博
士
は
そ
れ
を

〈
一
〉
国
語
の
音
節
に
は
原
則
と
し
て
一
つ
の
母
音
が
核
心
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
例
外
的
に
一
つ
の
子
音
か
ら
成
る
も
の
も
あ
る
。

（
ニ
〉
母
音
の
前
に
は
一
つ
の
子
音
が
附
く
の
が
常
で
あ
っ
て
、
二
つ
の
子
音
が
重
な
っ
て
附
く
事
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
限
ら
れ
た
種
類
の
も
の
で
あ
り
、
三

つ
以
上
の
子
音
が
附
く
事
は
な
い
。

9“ S
品
百

会
一
）
母
音
の
後
に
子
音
の
結
合
す
る
事
は
な
い
。

と
ま
ず
概
括
せ
ら
れ
、
更
に
詳
細
な
検
討
を
試
み
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
、
国
語
の
音
節
は
母
音
で
終
る
開
音
節
（
閉
音
節
は
子
音
で
終
る
〉
を
常
と

す
る
事
、
又
外
国
語
に
見
ら
れ
る
一
音
節
内
の
二
重
母
音
乃
至
三
重
母
音
の
存
在
が
許
さ
れ
な
い
事
な
ど
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
乙
れ
を
私
流
に
平
た
く
一
宮
守
え

ば
、
単
独
母
音
か
ら
成
る
開
音
節
は
、
ま
ず
音
節
の
性
質
か
ら
み
て
甚
だ
単
純
に
な
り
、
音
節
と
音
節
の
区
切
れ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
傾
向
を
持
つ
の
で
あ

る
。
私
ど
も
は
、
子
供
の
頃
、
上
か
ら
読
ん
で
も
下
か
ら
読
ん
で
も
閉
じ
に
な
る
、〈
シ
ン
プ
ン
シ
〉
な
ど
の
言
葉
を
教
わ
っ
て
面
白
が
っ
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
や
が
て
英
語
を
習
い
は
じ
め
、
ロ
ー
マ
字
で
〈
岳
山
ロ
吉
田
岳
山
〉
と
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
逆
に
読
も
う
と
す
る
と
、
〈
シ
ン
プ
ン
シ
〉
に
な
ら
な

い
ば
か
り
か
、
な
ん
と
も
発
音
の
し
ょ
う
が
な
く
て
、
当
惑
し
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
開
音
節
を
逆
に
読
め
ば
閉
音
節
に
な
る
仕
組
み
で
、〈K
F
E
z－
円
釦
〉

の
よ
う
に
、
母
音
で
始
ま
り
、
同
一
母
音
を
繰
り
返
せ
ば
、
逆
読
み
に
し
て
も
同
じ
に
な
る
が
、
そ
れ
も
仮
名
に
書
き
改
め
れ
ば
、
元
通
り
に
は
な
ら
な
い
。

乙
れ
は
、
閉
音
節
の
多
い
欧
米
語
と
国
語
と
の
大
ぎ
な
違
い
で
、
有
坂
秀
世
博
士
の
紹
介
さ
れ
る
所
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
単
語
内
の
音
韻
論
的
音

節
の
切
れ
目
に
つ
い
て
、
学
者
間
で
屡

k

議
論
が
行
わ
れ
る
程
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
国
語
が
音
節
の
切
れ
目
を
明
瞭
に
し
て
い
る
点
で
は
、
仮
名
と
い



う
表
記
法
と
あ
わ
せ
て
、
一
音
節
の
名
調
の
存
在
を
、
甚
だ
有
利
に
導
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
と
れ
を
、

一
音
節
語
を
基
調
と
す
る
言
語
で
、
開
音
節
を
原
則
と
し
、
故
に
音
節
の
切
れ
目
の
又
明
瞭
な
中
国
語
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
音
韻
上
、
ま

ず
両
者
の
大
き
く
相
異
す
る
点
は
、
中
国
語
で
は
、
二
重
母
音
、
三
重
母
音
を
含
む
音
節
が
甚
だ
多
い
事
で
あ
ろ
う
。脚
（
のF
E
O
）
海
（
V
包
）
帥
（
島
区
包
）

な
ど
が
そ
れ
で
、
中
国
語
の
音
を
正
し
く
取
り
入
れ
よ
う
と
努
め
た
上
代
を
経
て
も
、
や
が
て
は
日
本
式
に
、
二
音
節
の
音
に
し
た
り
、
単
一
母
音
の
語
を
訓

鼓
1

と
し
て
、
あ
た
か
も
日
本
語
の
よ
う
に
同
化
し
た
り
し
た
の
で
あ
っ
た
。
中
国
語
の
音
節
構
造
は
斯
様
に
複
雑
で
あ
っ
て
、
加
え
て
ア
ク
セ
ン
ト
の
所
謂
四

声
、
有
気
声
無
気
声
の
区
別
な
ど
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
総
数
は
四
百
を
越
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
日
本
語
で
は
、
中
古
で
、
い
ろ
は
歌
な
ら
四
十
七
音
、
あ
め
つ

註
2

ち
の
歌
な
ら
四
十
八
音
に
、
濁
音
二
十
、
こ
れ
に
助
音
を
加
え
て
も
、
た
か
だ
か
八
十
程
度
で
、
両
者
の
相
異
は
、
非
常
に
大
き
い
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。

又
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
点
に
つ
い
て
も
、
日
本
語
は
、
強
弱
（
高
低
）
の
二
段
の
区
別
し
か
持
た
な
い
の
で
、
方
式
の
点
か
ら
単
純
で
あ
る
上
に
、
開
音
節
で
切

「
日
ガ
出
タ
」
の
場
合
、
前
者
は
火
に
、
後
者
は
ガ

れ
自
が
良
い
か
ら
、
一
音
節
の
語
で
は
、
他
の
語
と
の
関
係
で
見
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
。

に
ア
ク
セ
ン
ト
が
か
か
る
と
説
明
出
来
て
も
、
火
と
日
を
取
り
出
し
て
し
ま
え
ば
、
強
弱
高
低
と
い
っ
た
処
で
相
対
的
な
事
だ
か
ら
、
両
者
の
識
別
は
容
易
で

は
な
い
。
も
し
同
音
異
語
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
不
便
さ
は
消
え
る
も
の
で
は
な
く
、
一
音
節
語
は
、
と
か
く
コ
ト
パ
と
し
て
よ
り
も
、
オ
ト
と
し
て

キ
コ
テ
ト

ま
ず
聞
え
て
し
ま
う
。
試
み
に
前
に
あ
げ
た
高
頻
度
広
範
囲
十
五
語
を
、
人
に
読
ん
で
、
ど
の
位
相
手
が
わ
か
る
か
調
べ
て
み
る
と
良
い
。
木
子
手
戸

ナ
ネ
ネ
ハ
ヒ
ヒ
ミ
メ
ヨ
ヨ
エ

名
根
音
葉
日
火
身
目
夜
世
絵
を
そ
の
ま
ま
読
ん
で
は
、
相
手
は
必
ず
一
寸
待
っ
て
く
れ
と
言
う
に
違
い
な
い
し
、
読
み
手
も
、
生

え
て
る
木
－
子
供
の
子
、
お
て
て
の
手
、
ド
ア
l
の
戸
、
名
前
の
名
、
根
っ
こ
の
根
、
オ
ト
の
音
：
：
：
な
ど
と
、
説
明
を
加
え
た
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
短

「
火
ガ
出
タ
」
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い
、
点
の
よ
う
な
一
音
節
語
が
、
小
児
語
や
婦
人
語
に
於
て
と
か
く
多
音
節
化
し
た
り
、
言
い
換
え
ら
れ
た
り
す
る
の
も
、
肯
け
る
事
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
一

方
で
、
国
語
の
音
節
構
造
が
単
音
節
の
独
立
を
助
長
す
る
反
面
、
そ
こ
か
ら
更
に
音
節
数
の
き
つ
い
制
約
を
受
け
る
と
い
う
、

一
音
節
語
名
詞
の
矛
盾
し
た
両

面
が
、
現
象
面
と
同
様
、
音
韻
面
で
も
示
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

次
に
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
前
の
資
料
だ
け
か
ら
の
帰
納
に
よ
る
と
、
一
音
節
語
名
調
に
大
き
な
消
長
の
あ
る
事
が
指
摘
さ
れ
、
私
は
そ

れ
に
受
難
時
代
と
い
う
表
現
を
敢
で
し
た
が
、
確
か
に
消
長
を
認
め
う
る
か
と
の
資
料
面
の
再
検
討
や
、
そ
れ
が
確
証
さ
れ
た
上
で
、
如
何
な
る
事
情
が
そ
こ

に
介
在
し
た
か
の
考
察
は
、
残
念
な
が
ら
、
私
の
側
で
全
く
進
捗
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
は
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
消
え
た
か
、
変
化
し
た
一
語
一
語
を
、
更



に
資
料
の
範
囲
を
広
げ
て
、
あ
く
ま
で
追
及
し
て
い
く
方
法
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
の
み
立
証
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
も
う
一
つ
、
外
部
的
な
要
因
、

即
ち
時
代
の
動
き
を
無
視
す
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
平
安
遷
都
と
い
う
政
治
上
の
大
事
業
も
言
語
生
活
に
深
く
か
ら
み
合
っ
て
く
る
し
、
国
語
史
に
ひ
き
つ
け

て
考
え
て
も
、
乙
の
両
時
代
に
ま
た
が
る
変
動
に
は
、
実
に
画
期
的
な
事
が
あ
っ
た
。
今
は
そ
れ
ら
の
一
二
を
示
し
て
、
参
考
と
す
る
に
と
ど
め
る
が
、
第
一

は
音
韻
で
あ
る
。
上
代
の
特
殊
仮
名
遣
の
研
究
や
、
音
韻
史
の
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、
当
時
の
音
韻
論
的
音
節
の
内
容
や
数
量
が
論
じ
ら
れ
、
次
第
に
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
が
、
こ
の
一
音
節
語
名
調
に
の
み
関
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
音
節
数
が
平
安
時
代
に
入
っ
て
少
く
な
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
改
め
て
考

え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
消
え
た
一
音
節
語
名
詞
が
あ
る
と
い
う
事
以
上
に
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
新
た
に
生
じ
た

和
語
と
し
て
の
そ
れ
が
殆
ん
ど
な
い
点
で
あ
る
。
消
長
と
言
っ
て
も
、
消
の
み
あ
っ
て
長
が
な
い
の
で
あ
る
。
仮
説
で
あ
る
が
、
私
は
乙
の
理
由
を
次
の
よ
う

「
経
済
と
い
う
点
の
み
か
ら
雪
弓
え
ば
、
語
構
成
の
資
材
と
し
て
、
一
音
節
語
は
最
も
経
済
的
能
率
的
に

使
わ
れ
る
可
能
性
が
多
い
」
の
で
あ
り
、
言
語
の
起
源
か
ら
み
て
も
、
短
い
音
節
の
語
か
ら
多
い
方
向
へ
と
向
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
日
本
語
の
よ
う
に
音
韻

に
考
え
て
い
る
。
亀
井
孝
先
生
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

ま
っ
た
と
見
て
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
加
え
て
、
音
節
数
の
減
少
で
あ
る
。
細
か
い
検
討
は
省
い
て
、
大
ざ
っ
ぱ
な
計
算
を
試
み
よ
う
。
奈
良
時- 44 ー

上
区
別
し
う
る
音
節
数
の
少
い
言
語
に
あ
っ
て
は
、
既
に
奈
良
時
代
（
も
っ
と
古
い
時
代
を
こ
め
て
〉
に
於
て
、
飽
和
状
態
、
乃
至
は
過
剰
状
態
に
な
っ
て
し

代
三
作
品
の
み
に
例
を
見
て
、
以
下
の
六
作
品
に
例
を
見
な
い
語
が
五
六
語
あ
る
の
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
を
形
式
的
に
す
べ
て
消
失
語
と
仮
定
す
る
と
、

五
十
音
図
の
区
別
で
分
け
て
、
次
の
よ
う
な
分
布
を
示
す
。

＊
＊
牢
＊
＊
牢

ア
｜
2
、
エ
ー
ー
、
ヵ
1
1
、
キ
｜
3
、
ケ
1
3
、
ク
ー
ー
、
コ
l
2
、
シ
｜
2
、
ス
i
2
、
セ
｜
3
、
チ
1
1
、
ヅ
l
l
、
ト
1
4
、
ナ
｜
3
、
ニ
ー
2

＊
牢
＊
牢
＊
＊

ヌ
1
2
、
ヒ
ー
4
、
へ
1
4
、
ホ
1
2
、
マ
1
1
、
ミ
1
1
、
メ
ー
ー
、
モ
｜
3
、
ヤ
1
1
、
ヰ
｜
1
、
ヲ
1
5
、
計
五
六
語
。

、
、ち
と
も
は
古
事
記
の
み
て
え
、
き
、
け
、
こ
、
そ
、
と
、
ぬ
、
ひ
、
へ
、
み
、

そ
し
て
、
石
塚
竜
麿
が
示
し
た
上
代
で
両
類
に
別
れ
る
十
五
語
（
う
ち
、

め
、
ょ
、
ろ
、
ち
、
も
、
が
占
め
る
割
合
を
五
六
語
の
中
で
求
め
て
み
る
と
、
牢
印
を
付
し
た
合
計
の
二
九
語
、
過
半
に
当
る
の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
だ
け

で
、
奈
良
l

平
安
の
音
韻
数
の
整
理
が
影
響
を
与
え
た
と
は
言
い
え
な
い
が
、
出
発
点
の
見
通
し
程
度
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
。

註
3

第
二
は
、
草
仮
名
の
発
達
と
女
流
文
芸
の
隆
盛
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
多
言
は
し
な
い
が
、
仮
名
が
原
則
と
し
て
表
音
記
号
で
あ
る
と
い
う
事
は
、
一
音

節
語
名
詞
が
読
ん
で
区
別
し
に
く
か
っ
た
先
の
実
験
を
思
い
合
せ
れ
ば
、
推
論
の
手
が
か
り
と
な
ろ
う
し
、
特
に
音
読
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
物
語
類
を
考
え
る



の
も
、
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
平
安
の
中
期
を
侯
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
女
流
の
手
に
な
る
事
も
、
無
視
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
奈
良
平
安
の
時
代
の
推
移
に
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
一
、
音
節
語
名
詞
は
な
い
か
と
い
う
と
、
乙
れ
も
資
料
を
形
式
的
に
処
理
し
た
結
果
で
は
相

当
あ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
消
え
た
語
素
数
の
五
六
語
よ
り
多
く
、
八O
語
が
増
加
分
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
が
、
私
が
先
に
、
和
語
と
し
て
は
殆
ん
ど
な
い
、

イ
ウ
カ
ガ
キ
キ
ギ
キ
ク
グ

と
断
っ
た
よ
う
に
、
乙
の
殆
ん
ど
は
漢
字
の
字
音
語
、
借
用
語
で
あ
る
。
医
再
可
賀
締
季
義
膜
句
具
：
：
：
な
ど
が
そ
れ
で
、
字
音
語
と

い
う
事
に
な
れ
ば
、
奈
良
時
代
の
資
料
は
更
に
そ
ろ
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
万
葉
集
と
日
本
書
紀
は
、
和
歌
、
歌
謡
で
あ
り
、
古
事
記
も
訓
読
に
よ
る
の
だ
か

ら
、
字
音
語
が
少
い
の
は
当
然
で
、
漢
字
を
摂
取
し
た
奈
良
時
代
に
、
乙
れ
の
劣
ろ
う
筈
が
な
い
。
た
だ
、
実
作
品
の
上
で
借
用
語
が
次
第
に
出
て
き
て
、
以

上
の
資
料
か
ら
言
え
ば
、
徒
然
草
に
於
て
最
も
大
き
な
位
置
を
占
め
る
現
象
は
、
か
な
り
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
大
言
海
に
解
説
さ
れ
て
い
る
一
音
節
語
名

詞
が
、
五
一
九
語
に
の
ぼ
る
事
は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
の
大
部
分
が
借
用
語
で
あ
る
事
は
、
漢
字
が
ど
う
い
う
理
由
で
仮
名
文
に
組
み
い
れ
ら
れ
た
の
か
を
、

良
く
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
音
節
語
は
読
ん
で
は
意
を
握
み
に
く
か
っ
た
が
、
漢
字
で
示
せ
ば
、

異
語
は
音
韻
上
き
つ
い
制
限
を
受
け
る
が
、
漢
字
と
な
れ
ば
、
制
限
が
な
い
。
加
え
て
、
漢
字
に
は
、 一

目
瞭
然
と
し
て
余
す
所
が
な
い
。
一
音
節
語
の
同
音

一
宇
一
字
、
そ
の
本
来
の
性
質
か
ら
あ
る
意
味
を
持

F
h
U
 

4
U
1
 

ち
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
深
遠
な
思
想
的
背
景
を
持
つ
事
す
ら
多
い
か
ら
、
簡
に
し
て
要
を
極
め
る
に
甚
だ
便
で
あ
る
。
か
の
日
葡
辞
書
に
し
て
か
ら
が
、
一

三
一
語
の
一
音
節
語
名
調
の
う
ち
、
過
半
を
借
用
語
の
解
説
に
当
て
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヨ

予
定
の
紙
数
を
超
え
過
ぎ
た
か
ら
、
標
題
の
、
一
音
節
語
名
詞
の
、
こ
れ
か
ら
の
運
命
に
つ
い
て
結
論
を
急
ど
う
。
源
氏
物
語
で
は
、
世
と
い
う
名
詞
が
、

実
に
一
三
二
六
語
も
出
て
く
る
。
源
氏
が
い
か
に
大
作
で
あ
っ
て
も
、
名
詞
で
一
作
品
に
乙
れ
程
の
用
例
が
あ
る
の
は
、
い
か
な
る
理
由
に
も
せ
よ
、
他
に
類

が
な
い
。
乙
れ
は
単
に
こ
の
一
例
、

一
作
品
に
と
ど
ま
る
の
で
な
く
、
時
代
も
内
容
も
形
式
も
異
っ
た
各
作
品
を
比
較
し
て
み
た
所
で
も
、
頻
度
の
高
い
語
は

ほ
ぼ
一
定
し
て
、
抜
群
の
用
例
を
示
し
て
い
る
。
日
本
語
の
、
一
音
節
を
ど
こ
か
ら
で
も
容
易
に
抜
き
出
し
ゃ
す
い
と
い
う
音
韻
上
の
性
質
を
、
裏
側
か
ら
見

れ
ば
、
ど
こ
へ
で
も
容
易
に
入
り
易
い
性
質
と
も
な
る
訳
で
、
源
氏
物
語
に
世
が
頻
出
す
る
か
ら
と
て
、
決
し
て
目
ざ
わ
り
に
も
耳
ざ
わ
り
に
も
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
頻
出
を
さ
ま
た
げ
な
い
、
即
ち
高
頻
度
を
保
つ
故
に
、
一
音
節
語
名
詞
は
強
靭
な
生
命
力
を
持
ち
、
将
来
に
わ
た
っ
て
も
持
ち
続
け
る
で

あ
ろ
う
と
言
え
る
が
、
借
用
語
に
つ
い
て
は
、
別
の
運
命
を
辿
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
。
そ
れ
は
、
事
の
良
否
は
始
く
措
き
、
戦
後
に
制
度
と
し
て
行
わ

れ
、
な
お
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
漢
字
の
制
限
で
あ
る
。
そ
れ
は
借
用
語
の
消
長
に
直
接
比
例
す
る
が
、
漢
字
を
日
本
語
か
ら
追
放
し
き
れ
る
が
否
か

' ' 



に
、
こ
の
運
命
は
か
か
っ
て
い
る
。
戦
前
と
戦
後
を
比
較
し
た
だ
け
で
も
、
そ
れ
ら
借
用
語
の
多
く
は
、
消
え
去
ら
な
い
ま
で
も
、
稀
用
の
彼
方
へ
と
押
し
や

ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
程
度
が
、
現
在
の
時
点
で
適
当
で
あ
る
の
か
、
将
来
に
わ
た
っ
て
も
進
む
べ
き
な
の
か
、
単
に
運
命
と
い
う
流
れ
に
任
せ
る
だ
け
で
な

く
、
な
お
考
え
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

註
4

な
お
、
国
語
学
史
上
、
所
調
音
義
説
を
と
る
中
で
、
特
に
一
音
一
義
説
を
奉
ず
る
橘
守
部
の
考
え
を
取
り
あ
げ
て
、
更
に
検
討
を
加
え
る
用
意
で
あ
っ
た

が
、
他
の
述
べ
残
し
た
事
と
共
に
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

註
－

例
え
ば
、
罵
ハ
自
己
は
、
音
と
し
て
は
パ
と
な
っ
た
が
、
〈
ウ
マ
〉
は
そ
の
多
音
節
化
で
あ
ろ
う
。
と
れ
は
同
じ
舶
来
生
物
の
梅
（

g
a
v
に
も
雪
守
え
る
事
で
、
八
ウ

メ
〉
も
又
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
音
で
、
何
故
パ
行
音
に
変
っ
た
か
の
説
明
は
、
省
略
し
た
い
。

上
代
で
は
更
に
多
く
、
清
濁
合
せ
て
、
八
十
七
語
程
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
勿
論
、
勘
音
を
含
め
な
い
計
算
で
あ
る
。

仮
名
は
本
来
表
音
記
号
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
す
べ
て
の
音
が
表
記
さ
れ
た
と
は
限
ら
ず
（
擬
音
、
勘
音
、
濁
音
）
、
又
、
仮
名
の
す
べ
て
に
対

応
す
る
異
っ
た
音
が
あ
る
と
は
眠
ら
な
い
点
で
、
「
原
則
と
し
て
」
と
し
た
。

音
義
説
は
古
く
は
室
町
時
代
か
ら
唱
え
ら
れ
た
が
、
近
世
に
入
っ
て
活
溌
と
な
っ
た
。
特
に
一
音
一
義
説
を
と
忍
者
は
、
と
の
守
部
を
は
じ
め
、
富
樫
広
蔭
、
堀
秀
成
や

ζ

と
だ
ま

所
謂
言
霊
派
の
、
高
橋
残
夢
、
林
園
雄
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
橘
守
部
の
「
助
辞
本
義
一
覧
」
の
冒
頭
を
、
参
考
ま
で
少
し
あ
げ
て
おζ
う
。

ハ
サ
ル
ハ
ナ
ツ
ハ
フ
ル
ハ
ラ
ウ
ハ
ラ
ヒ
ハ
ク
ク
ハ
ヌ
ル
ハ
ク

『
は
の
音
に
は
、
刃
、
歯
、
葉
、
羽
、
端
、
な
ど
の
如
く
、
物
を
切
り
分
ち
離
つ
意
の
一
統
あ
り
。
は
の
音
し
て
云
詞
の
上
に
、
離
、
放
、
葬
、
払
、
抜
、
損
、
搬
、
掃

戸
ラ
ラ
h
J

！
。
ス

9
0
0
0

散
等
の
類
多
か
る
も
、
此
故
な
り
。
：
：
：
又
此
は
に
、
歎
息
の
一
統
あ
る
は
、
あ
行
と
同
じ
喉
音
の
ゆ
ゑ
也
。
そ
は
あ
の
音
に
て
、
あ
あ
と
敷
く
を
、
又
は
の
音
に
て

0

0

0

 

も
、
は
れ
マ
ア
と
、
歎
く
事
の
あ
る
が
如
し
。
即
此
あ
あ
と
、
は
れ
と
二
つ
相
重
り
て
、
歎
息
の
言
に
、
あ
は
れ
と
は
云
也
。
：
：
：
」

即
ち
、
一
音
ご
と
に
五
統
の
義
あ
り
と
説
い
て
、
す
べ
て
の
語
を
そ
れ
で
解
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
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註
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註
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註
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O
使
用
辞
書
、
索
引
類
、
及
び
参
考
書
目

A 

用
語
索
引

高
木
市
之
助
編
「
古
事
記
大
成
第
七
t

八
巻
索
引
編
」
、
大
野
晋
著
「
上
代
仮
名
遣
の
研
究
附
録
書
紀
索
引
」
、
正
宗
敦
夫
著
「
万
葉
集
大
成
十
五

l

十
八

巻
索
引
編
」
、
山
田
忠
雄
編
「
竹
取
物
語
総
索
引
」
、
西
下
経
一
他
編
「
古
今
集
総
索
引
」
、
吉
沢
義
則
他
編
「
源
氏
物
語
用
語
索
引
」
、
佐
伯
梅
友
他
編
「
紫

式
部
日
記
総
索
引
」
、
東
節
夫
他
編
「
更
級
日
記
総
索
引
」
、
時
枝
誠
記
編
「
徒
然
草
総
索
引
」

B 

辞
書



正
宗
敦
夫
編
「
倭
名
類
来
紗
索
引
付
」
、
京
大
国
語
教
室
編
「
築
注
和
名
抄
索
引
付
」
、
パ
ヂ
ェ
ス
「
日
仏
辞
書
」
、
村
田
了
阿
著
「
僅
言
集
覧
」
、
大
槻
文

彦
著
「
大
言
曹
、
東
僚
操
著
「
全
国
左
一
一
一
口
辞
典
」
及
び
「
龍
一
分
類
方
言
辞
典
」
、
新
村
出
編
「
広
辞
苑
」
、
金
旦
春
彦
編
「
古
語
辞
典
」
、
国
語
学
会
編

「
国
語
学
辞
典
」
等
。

c 

参
考
書

橋
本
進
吉
著
「
国
語
音
韻
の
研
究
」
「
文
字
及
び
仮
名
遣
の
研
究
」
、
亀
井
孝
著
「P
Z
2
0

回
2
8
4
a
回
想

Z
P
O
E

明
言
同
庁
官
官
ロ2
0

」
、

「
国
語
音
韻
史
の
研
究
」
「
上
代
音
韻
孜
」
、
今
泉
忠
義
著
「
国
語
学
概
論
」
、
金
田
一
春
彦
著
「
日
本
語
」
等

有
坂
秀
世
著

あ
と
が
き

小
稿
は
、
嘗
て
私
が
大
学
院
で
亀
井
孝
先
生
の
講
鐙
に
列
し
た
時
、
題
を
賜
っ
て
提
出
し
た
リ
ポ
ー
ト
で
あ
る
が
、
先
生
の
御
慾
憩
に
よ
り
発
表
す

既
に
当
時
か
ら
三
年
経
っ
て
再
検
討
を
加
え
る
べ
き
な
が
ら
、
私
の
専
攻
が
国
語
学
か
ら
少
し
離
れ
て
い
て
、
そ
の
用
意
に
之
し

く
、
今
、
前
後
に
若
干
の
加
筆
を
す
る
に
と
い
ふ
め
た
。
先
生
の
御
学
恩
に
深
謝
し
ま
つ
る
と
共
に
、
そ
の
御
叱
正
を
侯
っ
て
、
今
後
の
は
げ
み
と
し
た

る
こ
と
に
し
た
。
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